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序

本年報は、山梨県埋蔵文化財センタ ーが開所35年目 となる平成29年度に実施しました発掘調査事

業と考古資料および史跡の活用事業の概要を報告するものです。

記録保存を目的とする本格的な発掘調査は、県内6カ所で実施しました。注目される追跡と しては、

県庁公用車等駐車場建設工事に伴い甲府城下町逍跡で江戸時代の集水枡や石垣が確認されました。こ

の場所は武家屋敷や役所、 倉庫な どが置かれた武家地にあたり、 調査区のすぐ脇には 「二の堀」が流れ

ており、そこへ向かって緩やかに傾斜する地形をしていました。また既に多くの出土品が重要文化財

に指定されている北杜市酒呑場遺跡では、狭い調奇範囲にもかかわらず縄文時代中期後半の多 くの遺

構と逍物が検出されました。

辿跡の整備事業としては、県指定史跡甲府城跡で継続的に実施している石垣補修事業を、史跡指定

地域全体を対象に実施しました。

県内逍跡の分布調査と しては、 試掘調査10件、 立会調査3件、 踏査l件の合計14件を実施しました。

注目される成果として、現在の増穂商業高校、市川高校及び峡南高校を再編 ・統合し峡南地域単位制 ・

総合制高校を建設する事業に伴う 試掘調査では、包蔵地外であったにもかかわらず地表下2m以下に

良好な遺物包含層が確認され、新町前遣跡として登録されることとなり次年度の本調壺実施が決まり

ました。

情報発信としましては、 信什1大学付属図饗館 （全国遺跡資料リポジトリプロジェクト）との連携によ

り運用されてきました発掘調壺報告書の電子公開が、平成27年6月から（独）国立文化財機構奈良文化

財研究所において「全国遺跡総覧」と して統合され、当センターの刊行物も含め、 全国規模で情報公開

が推進されております。

当センターでは今後とも埋蔵文化財・史跡の調壺研究、保護 ・保存、活用に努めて参 りますので、な

お一層のご支援をお願い申し上げます。

平成30年8月

山梨県埋蔵文化財センター

所長馬場博樹
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■ 記餞保存のための発撼調査
▲ 聾儡亨集に伴う潤蒼

● 県内分布謂葦

2017年度 発掘調査等遺跡位置図

凡例

1 本書は、 2017年度の山梨県埋蔵文化財セ

ンターの事業をま とめたものである。

2 本書の編集は、米田明訓が行った。

3 2017年度の収蔵資料の1令出 し及び掲載許
可一覧、発掘調査一闊表は 2018年3月末

日現在で集計した ものである。

4 第2章各追跡の発掘調査等概要における

発掘調査面積の（ ）内は、調査対象而桔

である。

5 左記の地図は、2017年度発掘調査辿跡の

位置図である。なお、地図中の番号は、1

頁の発掘調査の表に対応している。

2017 (平成29)年度職員組織
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第 1草 2017年度の事業概要
1 発掘調査等

2017年）文の発掘調杏等は、以下のとおりである。各追跡の概要は、第II章で述べることとする。

1)記録保存のための発掘調査

番 り 講介名他

I -I 叩{/城 l'"IIIJ追跡 ('1'1/./駅 1❖i l I周辺地域修屈，n1,1riJ 

I -l 叩(./城 I、lllf迎跡（水屈地!.'.O

I -:l 叩{/城 t'IIIJ虹趾（公）IJ'i(等n中．場地．点）
I -,J 泊{f)/),追跡（り~ "次，凋介）

I -5 枇杷塚逍跡 ・-Ill岱i:u11:

l -(i 狐IJ;(辿跡

I -7 中島逍跡 ，I召11J原辿跡

2)整備事業に伴う調在

番 砂 講介名他

2 -I I県指定史iが1'1/.f城跡イi.hi柩iiii'Jf業

3)県内分布調査

番号 ,jf 業名他 湛介内容

3 -I 糾 1 11 梨屎状追路東部1メ IIIJ I JYI 建，没 •Ji 累 《但祓地外 ，式拓i

3 - ~ 糾111梨環状追路束部I刈：：)II期建設・if梨 《但蔵地外》 ，式拓i

:; -:1 叫関東述絡道路 II )り1 建，没 •j(棠叶 1:.\詞》《 !'Ml糾詞》 ，式J¥li

:1・4 r-どもの心のケアに係る総合拠点枚価')[棠 《仕，'i}ヽ神辿跡》 ，式J¥li

:1 -S 創油地域q,.位制 ・ 総合甜I) 翡校建設•)[業 《但城地外》《新 lllf1 iiii立跡片接 》 ，式J¥1i

:l -6 叩/.fI. 菜・::;松り攻利・建,,;t'jf叉に直地外》 ，式掘

:J . 7 叩{f_L羹滋建攻利・建，没・Jr業 《加闊渇》 ，式掘

3 -8 山梨肌,;,:,.,、,¥等丈援学枚桃化台学園浄化梢笠I'll設・1,菜 《狐IJ;(追跡》 ，式/Iii

3・9 中央新怜線(/,':;I・・地区）建設'][梨 《己蔵地外》 ，式掘

:l -Ill 新111梨環状逍跨北;¥1,1;{1::J(コウモ リ ll O\'. ) 建設 •jf 菜 《鉱蔵地外》 ，式掘

'.l -II 県、・,:飩，，Jl餅i 闊等学校建，没 •J(菜 〈 一．．ノ 側追跡》 し・I-.ノょ‘； 

3 -12 鎌Ill川叫川改修 I・・)f・)f来 《但祓地外》 'ヽ!・.h  • , 

3 -13 県立中央如糾 I.ヘリ ポート罰 11,謡 i「.')i《-,,,;I)し J II迎趾隣如 ' •'• ・ ノぶ`  
3・1,1 怜吹Ill 沿 Ir'[ ヽ［営椀点概能 I~↑ Hに先立つ・1,rc111冊[,投林遺淋，妥近、＼譴淋1/.1辺1/)。t細分u介 踏介

2 整理作業

2017年度の整理作業等は、以下のとおりである。

1)基礎的整理作業

n
グ番 追跡名

泊呑／易逍跡（畜祁酪股技術セ ンターK坂}:1外施設^ ぶ松11,・1;業）

枇杷塚逍跡 ・朴I'図；¥JJI: (f,J道 Ill り朴 l 'N父芯点改良 I ―:•Ji)

1111/,f城―I・― !H f追跡 （公/11•1( '.•)― g rー •lo:/易地!,',:)

2)本格的整珊作業
9.’

―
 

9
9
 

番 逍跡名

り迅跡 (l •I 追 140 り治 イ i !J; 1l ·. ・IJ¥i洛防11・.対策 I叩）

Jーコプケ追趾Elズ

3)報告閻刊行一屁

番り 名kJ
 ＇ 

し
1
9

9

 

報

第 :J l (i 集 I り湛iiか— l •I 迅 1 1 0 り洛 ,{ j 防 1 1·. ・I/, 囁肋11対策 i:-1,に伴う発掘；凋介報：';· ,' [—

第:m M1l1Li梨県内分布，淵介報：';-,1:,('I'成29年 IJJ-12 Jj) 
県指定史iが1'1/-f城跡 叩/.f城跡総合，淵介検，；、「委U会報：';-,':
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3 ふるさと山梨文化財歴史発見事業（国庫補助事業）

3-1 県指定史跡甲府城跡の活用事業

県指定史跡甲府城跡（舞鶴城公園）は、1990年から県土整仙部主郡で舞鶴城公園整備事業に着手し、 文化財の保設と

安全性の向上等を目的として城内の整備を実施 してきた。また、 2004年度には稲荷櫓が、 2013年度には鉄I'りが復元

整仙され、公開されている。埋蔵文化財センタ ーでは、 これらを拠点として、地域活性化や甲府城跡の歴史的風格を靡

める こと をIJ的と し、 年間を通して様々な泊用事業を実施している。2017年度は、甲府城跡においてこれまで実施さ

れてきた発掘調壺や絵図 ・文内等の調在の成果をもとにした教育酋及活動（鉄l"J展）と、鉄l"Jや城内を活用して県民が

甲府城跡に祝しみを持つきっかけをつくる活動（ひらけ！ 玉手箱）の 2種類のイベントを実施した。

(1)甲府城跡稲荷櫓 常設展 • 特別展

全ミWJ: 20171ic:4月1日~2018年3月31日

対象 ・参加人数 ：小中学生 ・一般 2,354名

会場：県指定史跡qJ]付城跡稲1・,:r柏

内容：県指定史跡甲府城跡（舞館城公園）の稲荷柏で甲府城跡および甲］｛寸城下町辿跡を紹介するパネル展示を行った。

甲）や［城跡では、発掘調究の状況と整備された辿構の見所を説明した。甲］府城下町辿跡では、現在でも見られる

地形の改変の状況や、排水のための水路について説明した。また、石垣の築造に使われる石エ道具やこれまで

の発掘調壺で出土した辿物の展示を行った。

(2)信玄公祭り関連鉄門展「みせます！甲府城＆城下町のひみつ展」

会期 ：2017年4月7日~4月16日

対象 ・参加人数 ：幼児・小中学生 ・一般1,433名

場所 ：県指定史跡甲府城跡 鉄l"J、稲甜j沐魯

内容 ：県指定史跡甲］付城跡は、野面桔み石坦が良好な状態で残る国内でも有数の近枇城郭として評価されている。

例年侶玄公祭りに併せて甲府城鉄l11l及び稲前櫓で甲府城の価値をテーマにした展示会を開催することで、県

民の甲府城に対する正しい理解と判味 • 関心を翡める機会としている。本年度で第16回目となる今回は、甲

府城と甲府城下町をテーマとして甲府城の築造や石垣の価値についてパネル展示をおこなった。

(3)小江戸甲府の夏祭り

日時： 2017年8月11日（金）

対象 ・参加人数 ：幼児 ・小中学生 ・一般 680名

会場：県指定史跡甲）利城跡

内容：県指定史跡甲］府城跡（舞鶴城公園）でサtlitt茂された甲府市の主1枇イベント「小江戸甲府の夏祭り」に埋蔵文化財

関連のブースを出展し、甲府城の歴史や石J社の見どころを知ってもらうための休験活動等を行った。また、参

加者には甲府城クリアフ ァイルや甲府城の歴史をコンパクトに説明した小illl・子「しろなび甲府城」、絵はがき

などを配布 した。

(4) 「ひらけ！玉手箱」

日IIか：2017年11月5日(i=I)午前11時～午後311が

対象 ・参加人数 ：幼児 ・小中学生 ・一般5.925名

楊所 ：県指定史跡甲］やf城跡

内谷： 地蔵文化財センタ ーでは骰料許及事業と甲府城跡鉄l"J整備事業の一環として、郷土の文化財や伝統、歴史に

関心を深めてもらうことを目的とした「ひらけ！玉手箱」を過去6回!Jf.]1枇し、各回1.000名以上の参加を得て

きた。甲府城や城下町への関心が似iまっている中、本年炭も広く本県の歴史や文化を体感する文化財のお祭り

を開催し、狸蔵文化財への興味と理解を深める機会とした。本年）支は例年行っている内谷を見肛し、 一部小中

学生に限定した「冒険」をテーマとした体験ブースを設定 したほか、地蔵文化財センタ ーが出土辿物から復元

及びあく抜き尖験をおこなうトチの実を素材とした トチ餅等の試食などを行った。

『常設体験プース］

①江戸時代バーチャル体験 ：「風玄 ！甲府城」

②江戸時代を休験 ：千両箱重さ休験、火縄銃ゴム鉄砲休験、手衷剣休験、泥メンコ体験

③甲府城で郷士の伝統芸能：伝統的大追芸、甲府に縁の金魚すくい、石秘み休験

- 2-



色

ひらけ！玉手箱（風雲 ！甲府城） ひらけ玉手箱（鬼ごっこ）

④郷土の歴史を勉強 しよう ：甲府城ぬりえ、甲府・城ペーパークラフト、 文化財関辿パンフ レソトの配布、甲府城パネル展

3-2 国史跡銚子塚古墳附丸山塚古墳の活用事業
(1)古墳で勇者

日時： 2017年5月3日（水）・4日（木）午前9時30分～午後3時30分

対象 ・参加人数 ：小中学生 ・一般 349名

内容 ：国指定史跡銚子塚古墳附丸山塚古墳の価値を広く周知する

こと を目的とする。銚子塚古墳を舞台にした各種のア トラ

クションやクイズなどをとおして、参加者自身が体を動か

し、 記紀な どに残る古代日本の様々なエピソードを現代風

にアレンジ して体験する ことで、 子どもたちの印象に残る

イベントとする。小学校高学年や中学校で歴史を学ぶ時に

関連づけられるも のとなる。

①第一の挑戦 丸山塚古墳の角度を当てろ！

②第二の挑戦 行く手を じゃまする鹿をたおせ！

③第三の挑戦 大変だ！ 火に囲まれた。火を泊せ！

④第四の挑戦 翁を しりとりで倒せ！

⑤オオキミからのごほうび

(2)古墳でマツリ

日時 ：2017年11月20日（月）午後1時~3時

対象 ・参加人数 ：小中学生 ・一般 38名

内容 ：近年これまでの調壺研究から、明らかになっ てきた銚子塚

古墳が造られた古墳時代前期のマツリについて、削という ！ 

形で再現し、 一般参加者に加わってもらうことで、山梨の

古瑣時代について理解を深めてもらう 機会とした。参加者

は復元した貫碩衣を常用し、勾玉等の装身具を身につけた。

①第一猫 銚子塚古瑣の王登場

②第二暮 王のマツリの宜言

③銚子塚古墳で水のマツリ

．巫女の衣装を滸た参加者が水をまいて大地を消めた。

④豊穣のマツリ

数々のゲームをクリアして、オオキミからほう
びのガラス玉をもらう参加者

銚子塚古墳の王による古墳の解説

・オオキミが数作に感謝 iモチをつく（石製杵模造品の説明） ii楽器をならす（鈴や太鼓） iii古墳行列で

後円部まで行進。
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3-3 遺跡見学会

(1)甲府城下町遺跡現地説明会

日時： 2017年6月24日（土）午前の部 ：午前10時～正午 午後の部：午後1時 ~3時

対象 ・参加人数： 一般88名（午前64名 ・午後24名）

内容 ：甲府城下町追跡は、県庁立休駐車場建設のため、本年5月より発掘調壺を開始した。追跡は近世城郭甲府城跡（県

史跡）の亜側で、二の堀に接するように位置する。発掘調査では、二の堀のすぐ東側で堀に関辿すると:tff:定され

る集水升及び集水升と接続する賠渠等、また調究区内では石垣等が確認され、江戸時代の城下町の姿を知ること

ができた。

甲府城及び甲府城下II「［は日頃から県民の関心が翡く 、このような成呆を一般に広く知ってもらい、甲府城及び城下

IIIJへの理解を深めるため、現地説明会を開佃した。現地説明会では、集水升や石垣を中心に見学を行い、媒水升の構

造や二の堀との関辿、 二の堀とはどのようなものかなどを説明した。また、発掘調在で出士した凪物の展示も行った。

はじめの挨拶 遺跡を見学する様子

(2)酒呑場遺跡現地説明会

日時 ：2017年9月9日（土）午前の部：午前10時～正午午後の部：午後1時~3時

対象 ・参加人数 ：一般26名（午前15名 ・午後11名）

内容：洒呑場追跡は、畜泥酪農技術センタ ー長坂支所施設建設に伴い、本年5月から調査を開始した。本辿跡は畜産

酪農技術センタ ー （当時は酪農試験場）立て替えに伴い、過去にも大規枇な発掘調査を行われ、出土 した辿物

の一部は国重要文化財に指定されている。今回の調介では、既発掘調査成呆である縄文時代中期中業の媒沿

跡に後紬する中期後半曽利式期の集落跡が確認されたため、このような成呆をいち早く県民に公開 し、 地域

の歴史に興味をもつきっかけになるよう現地説明会を実施した。調査地は畜産酪農技術センタ ー内に所在し、

隣接地では牛の飼育が行われていて、牛への刺激を避けるため参加者数が限定されていたがほぽ定具の人数

が集まった。見学会では担当者が辿跡の概要や過去の発掘調壺成果、今回Ti'M認した集裕跡の解説、縄文時代中

期中菜の竪穴住居跡等の追構の特徴や出土辿物について説明をおこなった。

g,:. ● - -- - · • 

見学会開会の様子 縄文時代中期後半の住居跡の解説状況
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3-4 教育現場への支援事業
(1)古代を実体験 ！授業作り研修会

日時 ：2017年8月17日（木）

対象 ・参加人数： 小学校教員2名・判別支援学5名 合計7名

場所 ：風土記の丘研修セ ンター実習室

内容：埋蔵文化財センター所蔵の埋蔵文化財を公立学校教員が、授業 ・総合的な学習の時間等に安全かつ効果的に

泊用するため、考古壺料の特性及び取り扱いについての研修を行った。研修会では、午前中は座学により埋

蔵文化財センターの業務や考古資料の取り扱い、学校向け体験メ ニューなどについて、職員が説明 した。午後

からは火起こし体験や縄文土器の拓本体験などを実際に体験した。また前年度、当研修会に参加したことを

きっかけに考古費料を授業メニューに取り入れた甲府支援学校の河西完先生を講師に招き 、休験と効呆につ

いての講義を行った。この後、 参加者の先生方に当センター職員が加わって、「考古賓料を活用 した授業づく

りについて」をテーマにグループ討試を行った。

(2)出前支援事業 ・考古資料貸出

日時 ：通年

対象 ・参加人数 ：小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校 • 特別支援学校延べ 1,339名

内容：当センターでは 、 県内で育つ子 どもたちが郷土の歴史に親 しみ理解を深めるため、小中学校 ・ 高等学校 • 特

別支援学校と連携し、 考古資料を活用 した次の 2事業を行っている。

①出前支援事業

目的：考古賓料を活用 した授業について、埋蔵文化財センター職員が学校現場へ出向いて授業を支援する。

内容：縄文土器作り・勾玉作り・火起こし体験 ・拓本体験（縄文土器片を使用 し拓本をとり 、しおり作成を

行う） • 土器講話など

②考古資料貸出

目的：縄文時代から平安時代までの土器や石器等、考古資料を学校現場に貸し出し、 授業内で生徒が本物

の土器 ・石器等に触れ、理解を深める こと を目的とする。

内容 ：縄文土器から平安時代までの土器及び石器、または古墳出土のガラス玉や近1止のキセルなどを 7つ

の種類に分類 してそれぞれ貸出ケースに収納、教貝が希望するセッ トを貸し出す。

出前支援事業（縄文士器作り）

3-5 パンフレットの作成とウォーキング
日時 ：2017年4月11日-2018年3月18日

出前支援事業（古墳時代の勾玉作り）

内容：県下全域の埋蔵文化財や歴史資料 ・文化財の活用を促進するために、平成 27年度から 29年度までの 3ヶ

年間の予定で、各地域ウォ ーキングのできるガイドマップを作成している。平成27年度は甲府 ・峡中地域、

平成 28年度は峡南地域を対象とした。今年度は、県東部地域を対象に、と りわけ大月～上野原地域の甲』）小l

街道をテーマとして、文化財ウ ォーキングガイドマップを作成 した。このマップの配布 とウ ォー キングを実

施する ことで、地域の歴史文化や文化財の再発見と普及を行った。

①ウォ ーキングマップの作成「甲）廿街道往来図」

県東部の大月 ・上野原地域は、江戸幕府によって造られた五街道の一つ、甲1-1-1街道によって 4百年前から
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緊密に結ばれ、甲府盆地 ・1且中地域とも強い結びつきが見られる地域である。甲ヽ1+1街道やそれ以前の古道

を行き交った人々や文化、出米事などによって多くの辿跡や文化財が残されており 、甲州街逍そのものも

狸蔵文化財センターにより発掘調壺が行われている。こうしたものから、歴史 ・民俗などを再発見し、大

人からこどもまで県民に広く周知することを目的として作成した。

②文化財ウォーキング「甲ナI・!街追歩いてみよう 上野原術～鶴川術」

日時： 2018年3月18日(i=I)

参加人数： 28名

内容：作成したウ ォーキングマップに枯づいて、上野原宿から鶴川宿を歩いた。険しい尾根上を通る街道

の独特の紙観、甲ヽ朴l街道を伝わってきた物流や文化、 周辺に点府＿．：する辿跡や文化財などを通じて、こ

の地域の歴史や文化的価値について理解を深めた。

3-6 シンポジウム・講演会等

(1)埋蔵文化財シンポジウム「縄文時代の植物資源の利用・ 管理 ・栽培を考える」

日時： 2018年2月17日（土）午後1時20分-5時50分 ・18日(I」)午前911が15分～正午

参加人数： 177名

場所：山梨県庁防災新館オープンスクエア

内容： 当センターでは、 2004年炭よりほほ例年J肌蔵文化財センターシンポジウムを開催し、これまでに 13回を

数える。今年度は近年全国的に注目度が似jく、また辿跡からの出土事例が飛躍的に妍加している縄文時代

の植物辿休をテーマと したシンポジウム 「縄文時代の植物骰源の利用 ・竹理 ・栽培を考える」を間iiいした。

シンポジウムでは、県内外の研究者9名が各テーマに沿って悲調報告を行っ た後、 討論会において滋見を

交換した。また聴請者として参加する異分野の研究者からも発言が見られるな ど活発な邸見交換を行った。

また、当日は県内で採取したヤブツルアズキを党豆に して、 会場で希望者が試食する体験ブースを成けた。

〈基調報告〉

・基調報告l「縄文時代におけるクリ・ウルシを中心とした森林資源狩理と利川」能城修一（明治大学、'.I.¥耀石研究センター）

・基調報告2「縄文IIが代の編租製品にみる素材管理」佐々木由香（株式会社パレオ ・ラボ）

・基調報告3「縄文時代のアサの利用について」工藤雄一郎（国立歴史民俗拇物館）

・基調報告4「縄文時代のマメ科柏物の利用と栽培」 中山誠二 （山梨県埋蔵文化財センタ ー）

・基調報告5「東京都下宅部逍跡の植物利用 ウルシの栽培と漆製品」千葉敏朗（束村山市ふるさと歴史館）

・基調報告6「埼玉県北本市デーノ タメ辿跡の植物利用」磯野治司（北本市教育委員会）

．払調報告7「縄文時代中期後葉の富士山哨火と上砕地新屋敷辿跡のク リ林の痕跡」篠原武（ふじさんミュージアム）

・悲調報告8「八ヶ岳南麓と周辺地域における堅呆類とマメ類の利用」佐野隆（北杜市教育委員会）

・基調報告9「長野県を中心とする中部山岳地域の種尖を多星に況入する土器」会田進（明治大学焦耀石研究センター）

• 発表者8名による公JJl,Jパネルデイスカッ ション

会場の様子 ディスカッションの様子
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(2)遺跡調査発表会

日時 ：上半期 2017年10月28日（土）午後1時30分~4時10分

下半期 2018年3月10日（土）午後 1時~4時10分

参加人数：上半期65名 下半期100名

場所：上半期 と下半期共に風土記の丘研修セ ンター講堂

内容 ：平成29年｝文に追跡調壺をおこなった県内各地の追跡とその価値について、県埋蔵文化財セ ンター職貝や市町

村調壺担当者がパワーポイントなどを交えながら1解説を行った。また当日は出土品の展示もあわせて行った。

LI::. 半期追跡調壺発表会】
（発表磁跡1)塩部追跡（甲府市） 昭和測屈株式会社泉英樹

（発表追跡2)御座田追跡（韮崎市）

（発表逍跡3)甲府城下町遺跡（甲）府市）

韮崎市教育委貝会 渋谷賢太郎

県埋蔵文化財セ ンター 柴田亮平

（発表逍跡4)下l入堰と石枯出五番堤（南アルプス市）南アルプス市教育委員会斎藤秀樹

【下半期遺跡調森発表会】

（発表辿跡1)洒呑場遣跡（北杜市） 県埋蔵文化財セン ター 熊谷晋祐

（発表辿跡2)住吉辿跡（南アルプス市）

（発表辿跡3)神の前B遺跡（北杜市）

南アルプス市教育委員会加々美鮎実

北札市教育委員会 佐野 陸

（発表辿跡4)王塚古瑣（中央市）

（発表辿跡5)国史跡新府城跡（韮崎市）

3-7 展示会

〇知ろう山梨の歴史！山梨の遺跡発掘展2018

日時： 2018年3月10日（土） ~4月8日(l=I)

中央市市教育委員会今村直樹

韮崎市教育委員会閏間俊明

対象 ・参加人数： 小中高校生 ・一般 3月末日現在で合計519名

会場：考古拇物館企画展示室

内容： 2017年度に山梨県内で実施された発掘調在（県教育委貝会、市町村教育委員会および民間団体も含む）の

成果の概要を写真パネルや出土追物の展示により 、わかりやす く広く 一般県民に紹介する展示会である。

同時に県埋蔵文化財セ ンターが実施した普及活動の成果も紹介した。

①縄文時代：酒呑場辿跡（山梨児）、神の前B造跡（北杜市）、安道寺追跡（山梨県）

②古瑣時代：枇杷塚造跡 （山梨県）、王塚古墳（中央市）、住吉遺跡（南アルプス市） 、榎田辿跡（甲府市 ・昭和

測鉱 （株））、松ノ尾期跡（甲斐市）

③平安時代 ：ケ カチ逍跡（甲州市）、狐原造跡（山梨県）、御座田辿跡（韮I椅市）

④中世 ：新府城跡（韮Iii奇市）

⑤近世：甲府城下町遺跡（山梨県）

⑥県内分布調査（山梨県）

⑦甲府城跡石垣維持管理、資料普及 ・活用事業（山梨県）

酒呑場遺跡 神の前B遺跡
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4 第30回市町村埋蔵文化財発掘担当者研修会

日時： 2017年12月15日（金）午後1111)'30分-4時30分

会場：風土記の丘研修センター 講此

テーマ：埋蔵文化財行政におけるデジタル技術の森入について

講師 ：文化庁文化財部記念物課 文化財調壺官 近江俊秀氏

参加者数： 37名（講師を含む。）

内容 ：講油では、文化庁の文化財調在官近江氏により 、文化庁か

ら出された報告 『埋蔵文化財保設行政におけるデジタル技

術の祁入について 1』および 『同2』の概要を分かりやす

く解説していただいた。具イ本的にはデジタルカメラの導入、

デジタルデータ保存、発掘調究報告書のデジタル化などに

関する動向、指針、課題、対応を巾 心にお話を していただいた。

講演の様子

ふj論会では県外自治体の状況も参照しながら市町村が抱えるデジタル化の課題や対応について討論や伯報

交換を行った。討論を通 して、市町村によりデジタル技術の淋入や対応に差があり、同一の自治体でも担当

者により対応が異なる場合がある こと などがわかった。また、デジタル化以前の発掘調壺に伴うフィルムや

報佐舟などのデジタル化やそれを公開する際の課題も明らかになった。

5 出張展示

0富士の国やまなしフェア（イオン津田沼店）での縄文土器ー出張展示

日時： 2017年7月15日（土） ~7月16日（日）午前10時～午後511寺

対象 ・参加人数 ：小中高校生 ・一般 2日間で合計696名

会場： イオン津田沼店

内容： 山梨県とイオンの包括提携協定に基づき!Jf-11/tされる「富士の国やまな しフェア」で山梨県の縄文土器を紹介

するとともに、実際に土器に触れ、山梨の歴史文化に好感と多くの見所を知っても らう機会とし、旅行など

での来県へと誘導することを目的とした。

県知事の内覧 拓本体験

. 
遭●●'""セ•-
繕文土討のIii示

展示解説の様子 イペントの様子
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6 Jomon FES (縄文王国山梨実行委員会主催）への参加協力

日時： 2017年10月21日（土）午前11時～午後5時

対象 ・参加人数：小中邸校生 ・一般 36名

会場：甲府駅北口広場

内容 ：純文王国山梨実行委員会（県立考古拇物館を含む県内7館の1専物館で構成）が甲府駅北u広場で開佃したイベ
ントに拓本休験コーナーを設附して協力した。当日は土砂降りの雨であったが36名の参加者があった。

雨の会場

ゆるキャラ登場

7 広報誌「埋文やまなし」・研究紀要・年報

(1)広報誌「埋文やまなし」第54号～第56号の刊行

拓本体験

士偶 トークイベント

3同発行し、各号ごとに択なるテーマで特集を組み、埋文センターの活動を広報する内容とした。

第54号

・埋活を支える研究活動 ・江戸時代甲府の「水」にせまる。酒呑場辿跡 ・枇杷塚追跡・「縄文土悩づくりのこだわり」 ．

狸文クラフト。

刊行IIか点での発掘調杏辿報と、 土悩づくりに焦．点を当てた研究を活かした活用事業を特媒した。

第55号
・ 学校での活用事業特鋲 • 発掘調査の現場から ・ 埋文クラフト、学校への出前支援•Jf.業特集号、:;lf;:通学校と支援学

校での出前支援事業の実例を紹介。
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第56号
• 発掘担当者が語る平成 29年度の発掘調壺 • 特集山梨県埋蔵文化財センターシンポジウ ム 「縄文貼・代の植物賓源の

利川 ・管理 ・栽培を考える」。平成29年度の発掘調究の総括とシンポジウムにおける柏物考古学の成果、今後の諜

題を牡北 した。

(2)研究紀要34と年報33の刊行

職員の研究論考等をまとめた研究紀要34と埋蔵文化財セン ターの2016年度の事業をまとめた年報33を刊行した。

8 遺跡データ管理 (GIS)

2017年度の逍跡管理システム (GeographicInformation System)に登録した辿跡の発見や範間の変更については、

1件であった。内容は、新規の辿跡発見 (1.西八代郡市川三郷町新町前辿跡） 1件であった。

9 報告書リポジトリ

2015年度までに第307集まで実施し、2017年1文には第308狛から第315集までの 8IIIJ-を（独）国立文化財機梢奈

良文化財研究所の「全国辿跡総屁」 にPDFデー タと して提供 した。

10 埋蔵文化財センター・考古博物館峡北収蔵施設

2017年度は、）膳棚辿跡 ・廻り田B辿跡 ・甲府城下町辿跡 ・佑辿跡 ・県内分布辿跡出土費料を峡北収蔵）wに収蔵し
た。搬入 した箱の総数は 155箱である。

また、収蔵庫に協かれていた破担した発掘用具などの光業廃梨物は業者を使い撤去した。

1 1 寄贈・購入図書

図渭は、1罪年度約2.000~ 3.000・111!・ が寄!!';1. 購入されている。省贈I翌囁の内容は、全国の都道府県 ・市町村教宥委

員会から込付される発掘調査報告占、年報、研究紀要、t専物館 ・費料館等の企画）屈図録などである。その他に も業務

に関する考古学や歴史学の恵111]・,り、学術雑誌を購入している。

2017年度（平成29年度）は 2,611冊の図書を登録 し、 専門四 ・学術雑誌の購入は 66・冊である。総登録数約

106.089ITil・ に大塚文即約11.0001111を加えると約117.089 ·IIIJ-が収蔵されている ことになる 。登録された図占デー タは 、 ,~,

,, 「データベース （マイ クロソフト社テータベースアクセス）で行理し、蔵寓の検索もできるようにしている。2013年

度（平成25年度）からは、使用頻度が低いと思われる図，りや屯複している図占を、峡北収蔵）れまなび館へ搬出・整理（台

脹作成）しているが、依然として11!.J屁スペースを含めた収蔵スペースの確保 ・整理が大きな課題となっている。

12 資料普及事業の集計表

2017年炭の質料普及全事業の参加者集計表を次ページに示す。
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収蔵資料貸出し一覧 （入件順）

番サ it I.LI 期間 1p ,1i'/ 者 利 Jll 11 的 ljl ,i,'/ 物 l't 名

I 2017.'11-2018331 リ，し ,,:.Iヒti,.;:;等学校 郷 I:教村に話）I! するため Ji,[111ば1菜翡校1iii辿跡 縄文 1 ・． 器 15 、•.'..:、

金のIr'.辿跡 弥'I'.I. 器1/1. 

~ 2017,11-2018331 111 牙~ ,i,鉗↓ ~~Iが!!'rt 朱I角'i
1't俯史コーナーに常設）1い、す

化，1.:↓ 111追跡 イi悩10,1,'.i: 
るため

米介111B追跡 1't!i! l 、•.' .(

束111北逍跡 オ(1111',JJ;(ィ1l i.1―: ・;j(,111'11!lie.J r I ii. 
1pッ）1;(辿跡 水，'11',Jt,(石1!.'i,

大木） i追跡 水晶製{i鏃ll、;_・峡状斗飾り I/,,:

必；』逍跡 JJ,~XIff,p り l.'.'!: 

塩瀬下｝）孔逍跡 帷飾1!.'!:

3 2017.'1 I -2018.331 、以 i )~i村が l "J 学校
ジュエリ ーミ ュージアムにて

頭M:追跡 k珠I;.'!:
常設展ぷのため

金の）¢追跡 限飾l.'.'i . 竹,,.1 !.'!: 
四ツ塚古）h群 めのう製勾 ―"-1.'位

双梨2りJJ't 水晶製I;/)小玉:3,1位

考，1,1,!i物舟'i構1J、Ji',JJ'i ィ i 紗iil~k3!.'.•:、 ·)L li.16!.'!: 

米介Jlill逍跡lIJ tl't {",I k製竹'T2.'.'.(

I 2017/11 -2018331 111梨'I味IIミュージアム 常設展示のため 塩部追跡 焼火弾21.'.(・焼火，；i砂j[JiJ'iI!.',,: 

柚針1iii久保逍跡 イ i 器 25 、•.'!:

）こ神追跡 縄文L器12.'.1.(・上偶Ii.(・イ1器37.0:.(

北朴.di考古'tt料館において常
柳坪追跡 縄文 I.器]},'.(

5 2017_,11 -2018331 北札.di教-tt委ll会
設艇'"のため が1祈追跡 縄文 L器J,1.'.(.I: 訓i器6,1,'!:

城 1-・追跡
灰釉 lil-J 器 l ヽ•.'.( . 緑釉l匈悩]},'.(.
l:nrli器lfI .t¥・,/子俗lf2、1¥

束）J;(辿跡 ンj,Jj13,1,1,1ー， . I: 閤令l,1¥・イ［器丼,_,_,_,―9 

(i 2 0 I 7.tl.1 -2 0 183 31 Ill ~ 訓jフルーツパーク （株）
「q1州呆物発展史」コーナーに J,(ii[i束）・J保逍跡

クルミ IGl!、・ カヤ 3!.',,:,ト
常，没展示するため チ ］）訊 ・モモ種 [-7},',(

1Nアルプスdi教有委委ll会
ふるさと文化伝1f,館に常設111i'i々 逍跡 I: 悩Ii力、21}.'i. 

7 2017 I l-2018331 ぷのため 横堀逍跡 Iー．器Ii力、 119.'.1.(

8 20174 I -2018331 稲t、{r,;'第1―・rn1,: 県 肋災新fil'i,/1JJI.IJ(小喉にIJ'i小0)ため りりi,f城跡 胴木G!.'!.

JJ;(ll/[ I!'じ匁・::;校1iii追跡 科l文,-器u.,:.I. 器/',など9箱

洒{f場追跡 ィj器52!.'.i.

塩祁追跡 馬・l'l'12 !.'!: ， 201711 -2018.331 県、ゲ'.I収物館 祁設）1もドのため Jdl1li束）'}保追跡 Jf~ ィ ~2!,'、;9 

地耕1(1j追跡 if/11 

鰍沢11ifill跡 11・.i,f,Jl!Jし等194},'.( 

甲府城跡 悛RI/.(・凡3.'位・!ii'i::2/.(・ワイン瓶5/.(

人）j ,Ii教-fi委1l会
)(Jj市郷 I:柑料館に おし ヽて 'ii\• 塩瀬I-―)J;(追跡 I 潟 2 l!、 ' fi籍 6 l.•、·縄文l器2!'.(・1111111{( 

10 2017.'1.I -2018.331 ，没屈ぷのため 火）j逍跡 縄文 I・．憐5、,,'!、

独立れ政法人奈良文化財研究 11,Iゞ‘`芥林i-1板IJ,l}2さ利学研究'l'l中谷逍跡 |ー．．器） ',·3 0 、•.'.(
11 20 I 7,130 -2018.331 

Iり「 補助令による調介研究のため ）もE、'i'追跡 I. 器）＇,・15,1位

12 20 I 7G.I -2018331 l•I 1U, 学法人ill梨大学
ill梨県の文化振判の推進及び

窮の前逍跡 縄文上器l/.( 
文化を辿じた教1t文援のため

平成29年lit秋禾企1111j)Ji「進化 ーの沢辿跡 縄文 I.器2},'!、
13 iOI7818-1220 長野県 ，ヽ,:歴史弁'i する縄文 I.:器～流れるもよう

洵j釦i1iC辿跡 縄文 I.器l.'.'!:と1心lijもよう～」で）Jもドのため
）計神辿跡 装飾品12、,:.,:

平成29年1父企111tj展 「縄文人の 厭JIIJJ;i業，・::;校,iii辿跡 装飾，',,',4,1.',(

,,, 2017.9.1-2018.128 北札di教rt委ll会 装い～地中から現れた装身）し
甲ッ））;(辿跡 装飾，',,',12 }.'.( 

たち～」!1i,i; Illプック レット
に掲載のため 訓i無追跡 装餅i,'11',J,1.'i.

小坂追跡 装餅i,'11',1l,1位

甲ッ原辿跡 縄文 I.器1.'.'..: 

安近、J'追跡 縄文u炸2}.'!:

/・11 IIIJ di柚物館イド禾特別殷
)J;(IIIJ・牒菜似j校1iii此跡 縄文_L器]}.',,:

I 11 lllf il,!•!1物舟'i
「動物の.ti:11,: 一人 と4・き物の 上のf・追跡 縄文 L.器1.'.'.(

15 2017921 -11.30 かかわ り一」においてhも),の tコプケ追跡 I・．製品 l,1.'!:
ため

文辿追跡 ,~ 製，',,',l /.( 

叩｛｛城1吋IIJ追跡 L製，'11'11 /.( 

/1¥ I: 地不明 I製 ，',,',似製J}.'.,:、

LI本テ レビ 「1外さんの IIがテ
辿弧文銘僻鏡];,',,:、

16 2017.11.9-1217 
株式会卜1クリエイテ イプネク

ン！ 」にてh釧鋭の1/'iき方を紹 'ヽ1館1リ［蔵品 辿1；瓜文銘僻鋭鋳!¥QI、,,',,:
サス

介する搬影およぴ放映のため 述1；瓜文銘僻・鋭,・c成品l.'.'.( 
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番り 代出期 lftJ '"'',:,, 者 利 Ill 目的 I―11 贔'/物件名
,,i林2サ)Jt 装飾品一式

上の平逍跡 縄文上器など4.'.'i.

JJ;(llfJ―股叉蒻校1iii辿跡 縄文土器など4,1.'i.

沖金御1和iii追跡 縄文 I・．器複製l.'.'.( 

洵近1liiC追跡 縄文 L:器なと 2 、•.'.(

ljlヽ；；）J;(追跡 縄文 I~器な ど4,1.',(

洒呑場逍跡 人lfli装飾3点

J, 木）—1j且跡 L:l謁なと2:.'.(

登呂迎跡槽物館f・成29介lit安逍寺逍跡 人 1fli 装飾 3 、•.'.(

17 20171223-2018.3:51 静岡di教ft委!l会 企両展IV「こだいの 「ふふっ」術尻追跡 人1(1i装飾l..:,,: 
で）1iぷするため 村上追跡 人1flj装飾1/.(

獅―f之1iii辿跡 動物装飾1;.'.( 

上コプケ辿跡 イノシシ形 L:製品],1,',(

一の沢逍跡 u関複製1},',,: 
岡追跡 容器形 U/1¥複製2.'訊
中溝追跡 装飾品J,1,'.,:、

化島111辿跡 装餌i,'11',l.1¥

)()1辿跡 翡翠）＜珠2、,.'.(

化甲塚占J(i 竹,-1―:ー．一式

公益Ml・il法人111梨文化財研究
丈iill!.り'.J'{Jiil彩 ・X線'lj'.真搬

18 2017.1216 影を辿 じた柑料の形状把批ifc大丸[[[古Jtt 鋸l.'.'.,: 
1fr 

びに*':具研究のため

19 2 0 l 7.l 2 2 -2 0 l 8.4 2 7 
公益1111,1法人Iii梨文化111―liJf究 {i炎石器のi>'(:地➔ff淀と ,{j材流 獅r-之1悔追跡 爪器およびJJ;(,{j]8、1¥

所 辿に関する，瀾1f.研究のため 横針前久保迎跡 爪器 l 、•.' ,,:

20 20 I 7.3 I 3 -2018 315 保坂LliJc 開糾(,I!)狼光＼線分析1こよる芹地分析I!)ため 111-1ゞ）ir々 l碓コ レクシ ョン 糾1./i}Ui核l.'.'.( 

21 20173.13-2018.4.27 
公益IHI寸1法人Iii梨文化財研究 石器石炎の1l地椎定と,1_;材流 I. コプケ追跡 石器およびJJ;(:(i11 .'.'!:、
所 辿に関する，淵介研究のため

収蔵画像資料貸出し・ 撮影許可一覧 （入件順）

番り 111 向'1 l::l qi ,:,・1 者 利 JfJ II (Iり ljl ,;//物件名

I 20 I 7.3.31 保坂）」u 研究論文に掲載のため 安近寺迎跡 縄文士器61.'X・潤i't''/J'[il、,:,,:

2 20171.3 il l 牙~ 111― l 湘i/JH ネ/_ 111梨1111新1開紙1f1iに掲載のため 百々逍跡 、I.!~ 、 :·J· /ll ~Uki兄 1/.(

3 20 l 7.4 12 株式会社サンニチ印刷
駿がl り(.f ,•::;等学校通f,¥制，諜程案

考 古 t•.り物館 外観1.'.¥ 
内パンフレ ットに掲載のため,, 2017.4.14 八11,'/1簡IH株）ホテル八ITI ホームページにてm辺藷よを紹介するため 考古博物館 外観l、,.'.('内観I1.'l 

5 2017.4 17 小林武人 鎌和Ii龍11明神tiに奉納のため ーの沢追跡 縄文 1こ器：lD デー タ l 、•.'.(

① IIPに掲載のため、(2)11本
考古学協会総会'tt序'I-等への,1、.

G 2017 ,11 s 株式会tiァルカ :~; 掲載のため、 ③各公共団体 身洗沢追跡 実測[:X/ぐが数、,.'.(

追跡発J:11情U'I!担''1者への丈角'i
提ぷのため

7 20[7.'120 株式会朴メ イカス
webサイト 「休IIプラ ンたて

考古博物館 外観l、,.'..:・1J、J観I.'¥
るれ」 に掲載のため

8 2017.5.26 株式会H山梨放送 開/,;jJじ念l籾lj番糾にて放映のため 考占l'!l物館 1i1i庭l,1.'.(・内観3.'.'.( 

特別企Jllij展「縄文の夜神楽， 2017.62 岡谷diヽ1:l,Y,j谷必術考占館 縄文追廂'1/真展」パ ンフレ ッ安近、『追跡 縄文 I:器I!.':(
トヘ掲載のため

平成29年度秋禾企11llj/1を「進化 ーの沢追跡 縄文t器 2 、•.'!:

IO 2018.63 長野県、i:歴史歴史館
する縄文 I:器～流れるもよ う
と 1x• 1111j もよ う～」 でパネル等
関連印刷物へ拇載するため

梅逍1liiC辿跡 縄文 I・．器I.'.'.(

甲ッJJ;(j且跡 縄文 t器1.1.'.(、

安近寺追跡 縄文上器2.'.'i.
-!・11111r di l•_li: 物館朴禾特別展 原1ur1;1業佑j校前辿跡 縄文 t器l、1,'.(、
「動物の瓜110:一人とIJ.き物の I・. の平逍跡 縄文上器I/(、

II 6Jl 611 1・11111J di lo!i彩勿餅i かかわり ー」において）1i示パ
tコプケ辿跡 上製，'11',l、,.'.,—• 

ネル ・1叉1録 ・広報）IJl'.IJI/IJ物の
ため 災辿辿跡 1・ 製 ，'11'11 l.( 

「PI/J城 1--111r追跡 L: 製i'u',I.'¥ 
/1¥土地小1リj L: 製品複製I.'.'i. 

12 G /J I 2 11 ド 1月 ,I 』・立考古 It~物館
1籾1]/Ji「遥かなるi¥のlit界」にお

油U~O)IXIふHり 4戊 \llijf象 l 01.'.( 
いて、特別展l又頃に掲載のため

13 6 JJ 21 II 株式会H詐泉社
r歴史REJ¥L Al'・人の城l叩(.f城跡 金箱飾凡2.'.'.(、
に掲載のため

令1,11;1累協1,;J組合連合会みの
身洗ii{追跡 木製品集合1},',( 

111 7JJ IO 11 令1叶,;i累協[,;J組合連合会 りみのるプロジェクト発行の 地蔵：：：t塚古坑 蕨手）J l、1位
フリーペーパーに掲載のため

考古t専物館 内観:{},'!:

「小学館ウィ ークリープック

15 7 Jj I 311 株式会fl.小学館 ニ ッポ ンの [1iJ'iilOO」殷林辿跡 縄文 1・．器l、点
Vol 4 {こりか載のため
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番り~ Ip t.N El qi 贔i者 利）tl I~nり ,,, ,1,1 物件名

天神追跡 装餌i,'11'112.'.'.(
平成29年1文企11lri展 「縄文人の 原IHf/悶業邸校1iii逍跡 装飾品4,t.'!:

16 SJJ 211 北ti,Ii教脊委員会
装い～地中から現れた装身具

甲ッ原追跡 装餌i,111',5,1.'i.
たち～」股ぷ）11プック レット
に掲載のため 頭無辿跡 装飾品1.,:.,: 

小坂逍跡 装餌i,'u',4,点

17 SJJ 311 1,-1刈rliヽ',:考，り博物館
特別）1．を「遥かなる;';の他界」にお

洒呑場辿跡 -L鈴l!.'.(.土偶]}.'.(
いて、 特別展[XI録に掲載のため

金の）t辿H、シ ンポジウムIJHfli孔こf'I'
18 SJJ 17「I 甲斐rli教行委u会 うI/拉IIポスタ ー、逍l'Jj;/J(i、金の尾 金の11'.追跡 閥介風屈,,ゎl4 、•.'!:

此跡パンフレ ットヘの掲載のため

f成29年1姐UL,!,名古?t料館企陣i!Ji洒呑場追跡 調11'''j'.真等8.'.せ

19 SJ! 2211 北-ti.ii,教ff委1l会 「縄文時代の装い～地中から現れた装
）こ神追跡 濶介'lj'.具等31.'i.

身具～」の）J約消位パネル及び｛淳1展
の展小プソクレ ットヘの柑栽のため 甲ッ）j孔追跡 瀾'ft'り：兵l、,:1.

フジテレピ FNS系列ノンス
20 9 JJ 5 LI 株式会社フジテレピジョ ン トソプ！ 」「愛すべきモノがた り殿林追跡 縄文 L:器l、,_,_,:

～附磁器～」において放l典のため

ジュンク哨：，1:=,,;i新社）），りにおい

21 9 JJ G II 株式会ネI111川ill版礼
て、 脊1111ll1紀［・冴 rLI闊界へ

人木）—i辿跡 t偶l,1.'.(
よう こそj販必促進パネル）1i
をIJHf/1,し展ぷするため

22 9)1151-1 株式会礼111梨放送
ILL梨ラ イプ ててて !Tl'I村「てて

考山栂物館 内観ほか
て探検除」を中糾0)I.、放映のため

23 9Jl 2011 株式会ti・1サ・W
別HU-Al楊 「新 ・II本追Jli'.」に

安近寺逍跡 縄文 I~器l1,':,: 
掲載のため

24 9 JJ 2711 甲斐巾教f{委u会 金の尾追跡パ ンフレ ットヘの
金の尾追跡 瀾介写真Iiか ]]}.'.(

掲載のため

25 IO JJ IO 11 株式会社パー，'HA
浜llli"f介杓I仇；'I:文化，沈本』に

洒呑場逍跡 縄文t器］．点
掲載のため

2G IO)J 13「I 糸魚川,Ii教有委且会
糸熊川巾教介委u会発lr「1,1石ヒ

大神辿跡 翡翠．製）ゞ珠1!.'.( 
スイの美（仮称）」に掲載のため

27 IO JJ 20 n ・般llJI廿法人放送人学教有振 'i!-乙女雅弘ほか名 「名占学j(放
洒呑場逍跡

縄文 I.器 ・レ プリカSEM'1/
判会 送人学J'lll1ll!教材） に掲載0)ため 良など8,i.',(

28 I OJJ 30 11 浜Ill紗綾 r- 個展「村[/1'1する魂」展ぷのため 塩瀬 I・―)J孔辿跡 縄文 I:器ll.(・3Dデータ,,,位

株式会社ク リエイテ イプネク
II本テレピ 「1所さんの IJがテ

29 II JJ 7 11 ン！」の搬影にて，'/鉗鋭の1/'iき）j廿銅鋭制作関連'lj辺¥ 3,r.',( 
サス

を紹介する際に使JI!するため

30 IIJl281―I 株式会社新呆ネl
石IJ;tiU&J;:シリ ーズ 「磁跡を

上野原追跡 縄文―_I::器l、,_':(
学ぷ」 i罰l追iffJに掲載0)ため

31 l l JJ :30 II 株式会中Iill梨新報社
1 JJ 1 n租1ffi、,if;_oゞに 1JJ 5 

叩ff城跡
金7?i付蛛瓦1,,・',(.複製'fj'.良l

LI紙1fliに掲載のため 、'.I!・, 

32 12 JI 711 株式会HNHKエデュケ ー 放送J:..学，溝義 「考占学」第10
安逍寺追跡 縄文 I.器l}.'.( 

ショナル 皿にて放映のため

33 12 JI I 11 17 ／））ヽ II 忠 l•!l
小川忠博．杓 「縄又必術館」('!'

金の尾追跡 弥11:_」→．器狛合l、,:,,:
凡ネII'll)に掲載のため

3,1 I 2 J 1 14 11 
株式会tiNIIKエデュ ケー 放送）＜学講義「考古学」第10

岡辿跡 容器形-1:f/J.¥2点
ショナル [11[にて放映のため

ギャラ リー）1rn「l児う一 中近
35 12Jl25ll /I以鴻11:の森栂物館 Ill: の出雲人の祈 り一」にてパ 叩{J城跡 輪'ii1 ,1.',( 

ネル）1とぷのため

36 I JJ 811 株式会礼かんき出版
かんき 出版PlI先見）Jの授累l

ーの沢追跡 縄文上器lh、
に掲載のため

37 I Jl 9 11 l •I 立歴 史民俗抽物館
I吋立歴史民俗博物館 総合展ぷ 甲斐銚子塚，ljJ./t 窄り炉/良I!.'!:
笏l展示屯にパネル）1i小のため

平成29年1文企11hiM示 「Ill:界
38 l J) l O 11 ifl ,i: 歴史民俗 I•!/.物館 の眼でみる 古柑文化」殷ぷパ 甲斐銚子塚占Jft 窄搬'lj'.良1.'¥ 

ネルおよび図録掲載のため

山梨県 、U,学 l •I 院政策学部占
l'accbookサイト 「llHl{.f 500 

3!J 2 Jj 511 111/i)f究'-i{ 年Switchlo Lhc f'ulurc」に 甲府城跡 瀾1f_'I凡'.!;5、,,':(
掲叔のため

110 2)J 811 熊谷,Ii教介委U会
「熊谷巾史辿史糾J:な ()J孔始占

岡逍跡 容悩形上1:112、((
イし;'11Iii:) Itこ掲載のため

,11 2 JJ 11 LI 縄文サイエ ンス＆アート
縄文サイエンス＆アート Ill'ーのiiむ辿跡 縄文 I.器l,i,'.( 
に掲載のため 重郎原辿跡 縄文 I~器]},',,:

ーの沢追跡 縄文 I.器 l 、•.'!:

縄文サイエンス ＆アート IIP殿林追跡 縄文七器l!.':i:

112 2Jl11II 縄文サイエンス＆アート および勧誘パ ンフレ ットに掲 安逍寺辿跡 縄文 I:器1.1.1.i:
載のため 火神逍跡 縄文土器]}.'.(

上野原追跡 縄文 t器1.'岳

113 2JJ2811 熊谷di教脊委ll会
f熊谷di史辿史紺 I・在 (/J孔始，'i

過去の1-x1録掲叔['X/版 I.'.'.( 
イ(:1!'111:)jIこ札H説のため

/4/4 3 Jl 6 11 仲Ill道弘
山梨flII新llflネIj'I」「LI本ワ イ

過去の紀災掲載¥"<¥版 I!.'!、
ン涎11,_名」に掲載のため

115 3 JJ 711 かながわ名古学1111-11
r研究紀災23 かながわの

長JUI―l辿跡 鋭）＇,・1、,,'、9、
考古学」に掲載のため

116 3 JJ 1211 財団法人山梨文化Jlj研究所 「山梨文化財研究
所19r報第57

大）Lili古）h 鋸 ]},'.(
サjに掲載のため
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番り [ii J/i H ,p ,ii'/ 者 利）lJ II 的 q1 ,;,•; 物件名
洒呑場追跡 縄文,~器]},':(

'17 3)] 1911 株式会fl.K/¥DOKAWA I 縄文 1~器 ・l:f閲に掲載のた 火神追跡 縄文 I.器 l 、•.'!.

め JJ;(IIIJ・股業r',°:j校,iii逍跡 縄文 I.器l!.'!. 

安道、炉辿跡 縄文 I.樅l!.'.( 

'18 3 Jj 1911 1 ,1;,:1栢史民俗 t•り物館
1,1,,: 歴史民俗1,lj物fui 総合）J足

化.l.'.1111追跡 縄文 I.器]},',:
9ド第l展小屯に）lい、のため

古代衣装貸出し一覧

番サ 1't II¥期間 1p ,:,•; 者 利用 Fl 的 r11 ~/i 物件名

l'tlil'i衣 2沿

，りJ)Jli 2,; 咋

I 59-平成2962 県立あけぼの文援学校 学や1教材として使）llのため i,j~ 女llli 2a'i' 

女'i':111, 2沿

、1:史Ill, 2ふ・

↓'tlifi衣 3,¥ 

胡llli ］沿

2 2.3-平成3029 県 、i'.わかば支援学校 学や1教材として使）IIのため 屯如JI, 2ふ・

女'!"Olli ? -~y.I , 

宜如JU 3沿

名義後援

番り~ "'1,・1 n 者,．J
 
.I
 
，
 

・・・i"
 

的
i
~

~
 

利

IOJU5LI l-fi't,/1塚 ・渡米人研究会 梢イi塚 ・渡米人研究会 第三[11[総会 .,iじ念溝i¥i(会
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第II章 各遺跡の発掘調在等概要

1 記録保存のための発掘調査
1-1 甲府城下町遺跡（甲府駅南口周辺
地域修景計画）

所在地

事業名

調壺期1/IJ

担当者

山梨県甲府市丸の内一丁目 1-9他

甲府駅南口周辺地域修屎計両

2017年4月1日~2018年3月31日

中山誠二.(.:j野玄明・今福利忠・保坂和t尊・浅川一郎・

石神孝子 ・依田幸浩 ・柴田亮平 ・上野桜 ・米田明訓 ・

小池準ー ・末木 健 ・古）丞ひろみ

県土整備部が行う 甲府駅南口周辺地域修景計画（以下「修景計

画」）に基づいて、今年）虻も県土整備部都市計画課、中北建設事

務所、学術文化財課、狸蔵文化財センタ ーの協議の上、修贔計画における甲府駅南口駅前広場の再整備や県逍甲府証崎

線（平和通り）に伴うエ •Jf.で影評を受ける周知の埋蔵文化財包蔵地「甲府城跡」「甲）村城下町迎跡」の立会調壺を行う こ

ととなった。

甲府城は、独立丘陵である一条小山に築かれた近世城郭であり 、その周囲に形成された甲府城下IIIJ追跡は、甲府市街

地の西方を南から北に流れる相川が形成 した扇状地上に位置する。調壺地点は、その中でも甲｝｛寸城跡の西側にあたり 、

「一の堀」とその脇の追、「一の堀」 「二の堀」に挟まれた武家屋敷地などに該当する。武家屋敷地の中でも甲府駅南口

付近においては、柳沢吉保の公用日記 『楽只堂年録』の所収の絵図に甲府城主柳沢吉保の筆頭家老柳沢権太夫保格の庄

敷が枯'iかれている。

本年度は 107日間の立会調査を行った。この内、夜間立会は 28日間である。立会調究を行った箇所については、別

表の とおりである。記録保存等を行った箇所について、地点術に結呆を記載していく 。

(I甲府駅南口 .II平和辿り東側 .VI三井仕友信託銀行前 .VI平和辿りより西側の通り）

立会調査をおこなった全ての箇所で、埋蔵文化財の保設拮置は不要であった。

（皿中央分離幣）

神津薬局li1i付近で、東側に洛ち込む堀状の遺構を確認した。辿構確認面は路盤より深さ 0.7m付近であり 、深さ lm

まで掘り下げたが、底は確認できなかった。このため工事を中断して、与真撮影を行い、位骰などを記録して保存を行っ

た。この地点より 少し北のたちばな児窟公園前交差点において も、同様の落ち込みを確認しており 、南北に堀状の辿構

が延びていた可能性も考えられる (V平和通り横断部参照）。この付近は絵図による と 「一の堀」が辿っ ており 、今後も

掘削工事・が行われる場合は、調査が必要である と考えられる。

また防災新館前交差点の北側では、矢穴のある石が出土した。すでに原位附を保っていなかったため、写真撮影を行

い、模式図を占いて記録保存を行った。その後、出土地点に埋設保存 した。

(N平和通り西側）

神津薬局の北側で瓦訛｛まりを確認した。追構確認而は 1.4m付近であり 、約lmの範間から瓦片が固まって出土した。

このため工事を中断して、写真撮影を行い、位置などを記録して保存を行った。

(V平和辿り柚断部）

たちばな児猷公園前交差点において、東側に落ち込む堀状の辿構を確認した。追梢確認而は路盤より深さ 0.7m付近

であり 、深さ 1.4mまで掘り下げたが、底は確認できなかった。このため工事を中断して、写真撮影を行い、 位附などを

記録して保存を行った。この付近は絵図によると「一の堀」が通っており 、今後も掘削工事が行われる場合は、調査が

必要であると考えられる。

来年度も 引き続き 、甲府駅南口周辺地域修鈷計画に伴う県道甲府韮崎線（平和通り）の整備等が予定されており 、調

介により埋蔵文化財の保設枯戦の必要I~トを確認する ~Ji:になる。

- 16-



調査地位置図2
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1-2 

所在地

•Ji- 業名

調資期間

調査而柏

担当者

甲府城下町遺跡（水景地点）

甲府市丸の内一丁目 1-9 (信玄公像前）

甲J{:f駅附口周辺地域修談計画

2017年4月101=1~27日

約20面

浅川一郎 ・上野桜・ 小池準一

県土繁備部が行う甲府駅南口周辺地域修鈷計両（以下「修景計

画」）に基づいて、今年度も県土整りill部都市計画諜、中北建設事

務所、学術文化財課、地馘文化財センターの協試の上、修似社画

における甲府駅南口駅前広場の再柩価や県道甲府・韮椅線（平和

迎り）に伴うエ市で影牌を受ける周知の埋蔵文化J[オ包蔵地「甲府

城跡」「甲府城下町辿跡」の立会調壺を行うこととなった。

甲府城は、独立丘陵である一条小山に築かれた近世城郭であり、その周囲に形成された甲府城下町辿跡は、甲府市街

地の西方を南から北に流れる相川が形成した扇状地上に位・i筍する。調査地点は、その巾でも甲）府城跡の西側にあたり、

「一の堀」とその脇の追、「一の堀」「二の堀」に挟まれた武家屋敷地などに該当する。武家橙敷地の中でも甲府駅怜j口

付近においては、柳沢吉保の公用日記 『楽只党年録』の所収の絵図に甲府城主柳沢吉保の筆頭家老柳沢権太夫保格の）丞

敷が描かれている。

修娯叶画に伴い、 l―I-'J{.f駅南口駅前広場西の信玄公像広場に水屎施設の地下機械奎が設置されることとなった。この

ため、2017年3月に立会調査を実施した結果、調壺対象地において江戸時代の辿構 ・辿物が確認された。このこと を

受け、本調査を行うこととなった。

調介区の規校は、事前に四方に打たれた矢板内の範囲（東西約5.6m、南北約4.4m)、約20面である。

重機による表土剥ぎを立会調在での確認而まで行った。その後、人力による掘削、粘壺をしながら、適宜．、測屈、写

貞撮影や測拭等の記録作業を実施した。なお、調査後の埋め戻しは不要であった。

調究の結呆、江戸時代の生活而を 1而確認した。辿梢は、井戸1基、土坑2基、ピット 9基、石組辿構2基等が検出さ

れた。井戸は索掘りであり、形状は上部の平面形は 1辺約Umの方形で、0.75mほど下がったところよりも下位で円

筒状(TT¥径約0.75m)になっている。

石組辿構lは土坑の上部外）.'i]に約

0.15mの礫が円形状に配附されて

いた。石組追梢2は下部に 2本の杭

が打ち込まれ、杭の周間から上部に

0.2m前後の投数の礫が枯まれてい

た。土坑 1は規模、直径1.2m、深さ

0.6mであり 、大乱の焼土を含んで

いた。ピット 3は直径約0.2mの桁

円体状の（礫が縦に埋められ、礫の周

間と下には小礫が多数詰められて

いた。辿物は瓦、かわらけ、陶器等

が出土している。

発掘調査終了後、2018年2月か

ら3月まで基礎的整理作業を実施

して、辿物の水洗作業、調壺現場で

記録してきた図面、写具などの整理

を行った。

＼
 

ピット群

土坑 1

□ >
咲

3
0
 

卜ツピ

ピット 2

゜ピット 1゜ピット 9

も§
石維遠構 1

G 

調査区概略図
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1-3 

所在地

事業名

調壺期l廿l

調在面枯

担当者

甲府城下町遺跡

（公用車等駐車場地点）

甲府市丸の内二丁目 17-6

公用車等駐車場整備事業

2017年5月1日-7月21日

約940111

柴田亮平・末木健

甲｝府城下町追跡は相川が形成した扇状地上に位骰する。調壺

地点は甲府城が築かれた独立丘陵である一条小山の西麓に位置

しており 、南西方向に向かって傾斜している。当該地は甲府城

下町辿跡の中でも武家地にあたり 、近1仕以降、辿続的に土地利用

がされた箇所である。柳沢期以降の絵図では「御蔵」「御米蔵」などと記されている。明治期には監獄所が置かれ、大

正期には私立病院へと変造する。

今回の調奔では辿構面を複数確認した。明確に分離できたのは 2面だが、その中でも切り合い関係が認められ、時期

差がある ことが明らかになった。追構としては、石組みの集水枡 1箇所（それに繋がる石組みの構2条）、II音梨l条、石

垣2箇所、盛土追構l箇所、溝3条、土坑2基、ピッ ト2箇所が検出された。

調壺区の北側、東側はかく乱が激しく、ほとんど辿構が残っていなかった。一方で南西側では、複数の追構が特に集

中していた。この地点で最も古い辿構である集水枡は東西1.6m、南北1.2m、深さ Umであり 、布柏みで最低3段の石

か柏まれている。北側から石組みの溝が繋がり、ここを通って水が枡に淵められ、一定試を超えると西側に付けられた

石組みの溝へ抜けていく構造である。西側の溝は調査区外まで続いており 、その先は不明だが、すぐ西側には「二の堀」

に繋がっていたと推測される。ただし、枡の南側に埋められた水路が確認でき、西側の水路は後から繋げられている。

当初は南側へ水が抜けていたと考えられ、この段階でも改修が行われている。

その後、集水枡の北側の溝を壊して造られているのが、石組みのII彰渠である。北東から南西方rr1Jへ仲びており 、長さ

7.0m、1J11ii0.3m、深さ 0.4mである。水の流れる先である南西方向は、おそらくは「二の堀」に繋がっていたと考えられる。

賠梨の西側の上附には盛士遣梢があり 、暗渠も西側にのみ石の爺が被さっている。盛土逍構とは一体の構造物であり 、

地下を辿って水を流していたと:tft測される。

調査区の南西側は、この一幣で最も地形が低くなっており 、水が集まる場所である。そのため、ここで排水を行って

いたと考えられ、時期によってその形を変えていたことがうかがえる。

集水枡と暗渠は非常に良好な形で残存しており 、甲府城下!HJの,,「［づくりを考える上で非常に重要であるため、事業

者（財匝怜理課） ・学術文化財課と協議を重ねた結果、事業者が駐車場のエ法を変更 して、これらの辿梢の埋設保存を

行うこ ととなった。これらは三次元測屈を委託して、 品録作業を行ったのち、白砂にて埋め戻 しを行い、その上）習に

は埋設シート を設置 して保設した。挫設保存した集水枡とII音渠について、事業者により姐梢の案内看板を設闘する こ

ととなった。

辿物は、瓦片、陶器片、かわらけ片等や、下駄や箸、杭などの木製品や釘などの金属製品が出土した。かく乱からの

出土も多 く、近代に婦屈する費料も多 く見られた。

今回の調壺では、建物の影評を受けていない箇所は、辿構が良好に残存していた。追梢が切 り合っている箇所もあり 、

その変遷も明らかになった。また江戸時代の水に関わる逍構が多 く見つかり 、区画内で水を処理していたことや、地形

に沿って排水を行っていたことなど、江戸時代の町づ くりの一端が明らかになった。当地域の歴史を考える上で貴巫

な発見であったと考えられる。

発掘調壺の成果について、基礎的整理作業を2018年1月9日から3月16日まで実施した。追物の水洗作業から開始し、

、i上記作業、接合作業を実施した。また、調査現場で記録してきた図而、写真、光波測益データの照理を実施した。
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1-4 酒呑場遺跡（第5次調査）

所在地 北杜市長坂町長坂上条621-2

事業名 畜産酪農技術センター長坂支所施設等整備市・業

潤究期間 2017年月5月9日~9月22日、

2017年10月17日~2018年3月2日（追加調査）

調介面積 約47 4rrl 

担当者 熊谷晋祐 ・浅川一郎

酒呑場辿跡は八ヶ岳南麗の小丘陵上に位置している。当辿跡

は、旧酪農試験場の施設増改築に伴い、 1994年度から 1996年

炭に第1次～第3次調査、 2001年度に第4次調査、また旧長坂町

が1995年）文に調査を実施しており、縄文時代前期～中期の大梨

遺跡位置図

落辿跡である ことが分かっている。これまでの調究では約10.400面が調壺されており、竪穴住届跡数は 220軒を数え、

出土した辿物の一部は、2013年）文に国の巫要文化財に指定されている。また、酒呑場辿跡の南側斜面端部には縄文時

代後期を中心とした長坂上条辿跡があり、当辿跡から連続して梨落が形成される。

今回の調壺地点は、第1次～第4次調杏区から南西に少し離れた地点に位置 している。調査区は地表下から深さ

50cmほどまで耕作土や埋め土によって撹乱されていたものの、辿物包含層は良好なところで20~ 30cmほど残存し

ていた。辿構は包含｝曽上面において も判別出来るものがあり 、それらは随u寺調査していくことと した。なお追物包含

) 1'•') を掘りきると地山のローム）門となる 。

調究而柏は本調森期間に実施した範間が約444面で、外構工事に係る追加調査時に約30面調介している。調査では

縄文IIが代の竪穴住居跡12庫r、上坑89甚、狛石辿構l基が確認された。竪穴住居跡のうち、ll'卜rが縄文時代中期後莱の
',、",'利式期、 1'I叶が縄文時代前期後半の諸磯式期である。さらに、このう ち曽利式期の 1軒は 31可ほど上呂の建替を行っ

ている。今回の調査区の東側にある第 1次調査のA区やBliでも、同時期の追構が確認されており 、環状の集落の広が

りを想定する ことができるようになった。

仕居跡には、縄文時代中期後菓に特徴的な、大型の石間炉をもつものが 5例ある。炉の11/JJに小型の土器を配似するも

のが2庫fの仕居跡で発見されており員巫な事例である。また別の住居跡では、石棒状の細長い凹み石を、炉石の手前側

両隅に立てて使用 していた。また住），丑内において土杓怜を肌設した辿梢も 6基確認された。中には大型の深鉢を逆位穿

孔で埋設する、いわゆる埋甕が 1基みられた。

土坑も同 じく 縄文時代前期～中期のものが中心だが、縄文時代前期後半のものが優勢である。土坑には、土器の破片

とともに、石製装飾品が2点出土した、土坑墓と考えられるものもある。また、埋納された土器の口縁部とともに、円

礫が140、点ほどまとまって出土したものや、辿物がプラスチ ック箱にて 3箱分出土した大型の土坑もある。他に、 ほぼ

完形となる縄文時代中期の深鉢が3個体埋納される土坑もみられた。

辿梢の多くは研究棟建設予定地、1ばから検出されたが、外梢工事予定地点（外構 B区～外梢E区） においても土坑や住

居跡を確認する ことができた。外構工事地点は、輻lmほどの トレンチ状の調在区であるものの、 4軒の住居跡が確．認

された。 外構 B 区地点で検出 された縄文時代1~f1 期後半の竪穴住居跡からは 、 黒耀石の製品や破片が多 く出土 した 。 外

構 C区地点についても柱穴状の土坑が確認されたため、 住居跡が存在していた可能性がある。

希少辿物として、土偶が2個休破片で見つかっており、ミニチュア土器も 出土している。 ドーム形の水煙把手をもっ

縄文土器や、梢巧なつくりの石器 ・石製品なども出土している。

2017年10月23日から 2018年3月30日まで姐物の洗浄 ・注記 ・接合、遺構図面の整理（デジタ ルトレース等）や写

襄整理等の基礎的整理作業をおこなった。また、自然化学分析、石器の実測 ・トレース、デジタ ル技術によ る平而図化

作業を委託した。平成30年度は本格的整理作業、調壺報告内を作成 ・刊行する予定である。
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7号住居跡石囲炉

56号土坑土器出土状況
: ~· 
I I 
ー・11 匹

第 1図 酒呑場遺跡の集落展開

1/200 

第2図第5次調査地点遺構分布図［部分］
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1-5 

所在地

・jf業名

調杏期間

調介而栢

担 当者

枇杷塚遺跡・相埜塁址

韮崎市藤井1irr北下條字枇杷塚1399-1外

国近141号相岱交差点改良工事

2017年月 6月1日~9月1日調杏面柏約47 4rri 

約740n1

吉岡弘樹 ・高左右裕 ・山本茂樹

今回の'Ji:業は、国逍141号相岱交差点の拡張工事に伴うもの

であることから、交差点周辺に調究区を合計6ヶ所設定して調

査を尖施した。

また、調査地が国道の交羞点際であるため、安全面を考慮し1v,'1J

究区と国近歩道の間に安全フェンスを設附すると共に理髪店駐

遺跡位置図

車楊入り口部分付近 (3・4区）の調在では、駐車場利用者の案内として野備貝を配似するなど、常に安全に努めた。

1区は、平成7年に韮崎市教宥委員会が調壺した地点に桜しており 、当時の調壺では、賠褐色土陪より古墳時代中期

の竪穴仕居跡や土坑が確認されている。今回は、溝状辿構2条、土坑 ．柱穴63基を確認した。追構はすべて表土直下

約 lmの締まりのある II彰赤褐色土l•~•i を掘り込んでいた。

2区の北側では石囲いの井戸を検出した。この井戸跡の中からは石臼片やガラス片が混入されていたこと などから

近現代の所忙であると考えられる。また、南側では土坑が多数検出されており 、その中の 23号土坑からは炭化庖が確

認され、J:'.Jl土中からは土器片が数点出土している。

3 区においては 、 試掘調査時に確認されている表土直下約 110m の黒色土附中から竪穴仕居跡 2•I庄、小竪穴状辿構 l 甚 、

溝状辿構1条、土坑9基の辿構や多鼠の辿物が確認された。竪穴住屈跡は調壺区西端に僅かに墜がかかるよ うに確認さ

れ、かつ巫なり合っていたため、共に仕屈の束側のプランを確認したにとどまった。なお、それらの住居跡からはカマ

ド等は確認できず、追物も出土しなかったため詳細な時期の比定はできなかった。さらに、小竪穴状辿構も 1基確認し

ている。その他にも、調究区北東隅からは北から東へと L字状に匝角に折れ、東聖方向に続く溝状辿構が検出された。

その毅土からは土師器片が発見されており 、古墳時代以降のものと考えられる。黒褐色土/r,1下からは柱穴が4払確認

されたのみであり 、追物の出土も無かった。

4区では柱穴が4基検,'Hしたのみで他区の柱穴と比べても小型かつ浅く、 追物も出土しなかった。

5区においては、辿構は確認できなく姐物の出土も無かった。

6区は、国逍を挟み 3区の対而にあたる位置にある。調究区西端から表面直下約lmのII紆茶褐色土）村中から浅い溝状

辿構が 1条、その）悴位から約50C !Tl下げた黒褐色土附から土坑3基、H穴2甚を検出した。溝状辿構は調査区西隅にか

かる形で確認され、南東から北西にかけて延びている。なお溝状辿構の埋土中からは土r:11i器片が1点確認された。

辿物は 20点ほど出土した。その大半は土師器片であり、それ以外では調在区西壁から近世とみられるカワラケの底

部が出土している。

今I且1の調在は逍路に沿って、狭い調査区を設定し掘削したことなどから、追構 ・辿物の検出は少なかった。しかし、

狸蔵文化財包蔵地の縁辺部であり 、調査区西側隅において辿構や辿物が確認された 6区と、 辿梢 ・辿物をまったく確認

できなかった 5区などから包蔵地の南側縁辺部が詳細に半lj明した。これらのことからも、古珀時代は当地域において

居仕．の痕跡が雅測できるものである。1区、2区では中枇の館跡である相岱塁址の範囲に含まれている ことからも、他

調査区と比べて中近世の辿物の比率が多かった。狭い範圃の調究でありながら追構 ・辿物が検出されたことは、古く

から諏訪方面や消里方面に分岐する地点となる当地区の歴史を考究するうえで買重な発見であったと言える。
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, .. 
調査位置図

調査前の状況（第 1・ 2区） 第 1区遺物出土状況①

第3区完掘状況
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1-6 狐原遺跡

所在地 笛吹市石和町中川1400

事業名 山梨県立蒻等支援学校桃花台学園浄化槽改修工事

調査期間 2018年1月30日-2月27日

調壺而積 約78面

担当者 吉岡弘樹 ・高左右裕

固知の埋蔵文化財包蔵地である狐原逍跡は、平成8年に県立旧

匝l芸高校の農耕用車教習所建設工事により発掘調査を実施し約

8,000rr/の広域な発掘調査が行われ、平安時代の集落跡が検出さ

れると共に 400点を超す大拡の墨書土器が出土するなどの成果

をあげている。

遺跡位置図

県立高等支援学校桃花台学園（以下、桃花台学園）の浄化槽は、現在、道路を扶んだ西側に設骰されており 、これをグ

ラウ ンド内南西隅の倉廊前に場所を移 し、 浸透桝を付属 して埋設する事業である。埋設位置は周知の埋蔵文化財包蔵

地である狐原追跡に含まれており 、掘削深度は GL-3.2m以上に達する ことから、当該地において埋蔵文化財が確認さ

れる可能性が考えられた。よって、試掘調査等の埋蔵文化財保護の対応が必要となるため、 2017年11月8・9日の 2

日間で試掘調査を行い、その結果、埋蔵文化財が確認されたため、2018年1月29日から 2月28日までの約1ヶ月間の

予定で発掘調査を行う こととなった。

調査は、78面と狭くかつ深度も深いため安全対策と して法而の全面に80%の勾配を付けて掘削を した。また、調査

位置は桃花台学園グラウン ト‘の南西隅に位岡 し、 桃花台学園や笛吹高校の生徒がグラウンドを使用する こと などから

Aハリケー ドを設岡するなど安全確保についても充分な対策を施した。

今回の事業は、浄化槽等の敷設に伴うものである ことから、高深度の掘削が予定されているため、法面崩落に注意し

つつ、ブレー カーを用いてコンク リート 基礎の破砕

を行った後に試掘調壺で得られたデータと平成8年

度に調査された成果を基に、重機と人力の掘削を併・

用 し発掘調壺を実施した。その後、土陪の堆積状況

の確認や平板測品等による逍構 ・造物等の記録作業

を行った。

調査の結果、第5層より第8陪に跨がり 、平安期の

竪穴式住居跡1軒、柱穴10基を検出 した。

また、竪穴式住居跡の北側に長さ 1.6m程の小竪穴

状辿構が検出されている。覆土には大小の円礫が全

体に充填さ れている状況から、迎構と しての認定に

は、やや疑間が残るものである。

その他、検出された辿構としては土坑が 10基があ

り、それそれ直径30-50cm、深度約30-40cmの

規模を有するものである。これらの追構からは、時

代を決定付ける追物の出土は無かった。

今1II1の調査は 78面と、狭い調査区を設定し掘削 し

たことなどから、逍構 ・逍物の検出は少なかった。

しかし、 狐原辿跡の埋蔵文化財包蔵地の内側であり 、

調介区西側において平安期の竪穴式住居跡の一部や

土坑 ．柱穴が確認された ことにより 、狭い範囲であ

りながら辿構 ・辿物が検出されたこと は当地域の歴

史を考究する うえで負重な発見であったと言える。
調査区完掘状況
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調査前の状況 重機による掘削事業

ブレーカーによる基礎解体風景 調査状況

小竪穴状遺構完掘状況 第 1・2・10号 PIT検出状況

調査風景
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1-7 

所在地

・F業名

調究期間

調究而枯

担当者

中島遺跡・下河原遺跡

山梨市東地内

国道140号（西関東連絡自動車道）建設事業

2017年7月25日~9月8日

中島造跡約540面 ・下河原辿跡約770n{

笠原みゆき • 井上彰雄・塩谷風季 • 長田陸志

中，烏辿跡と下河原追跡は山梨市東地内に所在し、市域を流れ

る笛吹川と西川に形成された谷底平野に位置している。

両辿跡の調介は、国道140号（西関東連絡自動車逍）の建設に

伴い実施された。調在に先立つ試掘調査は、昨年度から行われ、

約干の陶磁器が発見されるも辿構等は確認できなかった。今年

遺跡位置図

度は、 II乍年）文からの継続事業となり 、曳家作菓を行う橋脚部分 （中島辿跡） と、収用手紬きをする本線部分 （下河原辿跡）

の2カ所が残っていた。エ市の1必先順位は橋脚部分であり 、曳家完了後の4月19日 ・20i=Iに試掘調壺を行った。この

瀾杏において、摩耗の少ない平安時代の土帥器が多批に出土したため、中島追跡について発掘調査が必要との判断をし

た。また、 5月16日から 22日に行った本線部分の試掘において、中島辿跡の調壺範囲を確定する ことと、下河原辿跡

の提防跡の有無を確認することを目的に調査を行った。その結呆、下河原辿跡内においても、提防の石栢みの一部が確

認され、中島辿跡と同様、発掘調査の必災があると判断し、本調査の実施について協議を行った。発掘調在は表土剥ぎ

を含め 7月25日~9月8日で、2辿跡同時に調査を行った。

調杏の結呆、中応逍跡では器形から 9世紀前半ころのものと考えられる平安時代の追物が多く発見された。辿物の

多くは土師器杯と甍の破片であった。本来、追跡の存在する場所は箱吹川の氾濫源であり、 辿物包含｝村の下層からは大

きな礫が巫なるよ うに検出された。この大きな礫が堆梢する砂礫｝邑の直」こに20cm~50cmの追物鉱含｝習が存在している。

辿物は、調在区全体からW1土するが、調介区の北側 ・西側 ・東側にまとまって出土する領向がある。また、大きな礫の

周辺に土師器が集中して出土する梯子も仙えた。住居跡のような明確な辿構は検出されなかったが、流れ込みのように、

土器の割れ口が摩耗している様子は無 く、破片としても大きめのものも多い。その反面、細かく破損した状況で、大礫

の下へ砂と一緒に潜り 込んでいる状態も見て取れた。 しかし、住居跡のような明確な辿朴りは確認できず辿跡の性格が

不明瞭だが、辿物だけが出土するよ うな出土状況については、今後、精壺する必要がある。

下河｝以辿跡では、笛吹川の本提に隣接 して作られていた柚提 ・前堤 ・羽衣堤と思われる堤防跡の基礎になる石梢み

が発見された。これらは、河川に向かって直角あるいは斜めに設けられた堤で、川の流述を減辿させ、耕地を保設する

ための提であり、これを 「出し」または、「石枯出し」と呼んでいる。類似する例として、万力公園の中に保存されてい

る}ff(¥行堤がよく知られている。石秘みは、試掘調壺時に2個確認したが、調査区内では 7個の石が、面を合わせて 1列

に並んでいる状態が確認出来た。石自体に加工した様子は見られず、自然石の平らな而を合わせて並べているようで

ある。笛吹川の流れに対して、やや斜め方向に作られている。基礎部分の石列l列は明確に残っていたが、それ以上の

構造は残っていなかった。川の上流に向いた面を川表というが、こ ちら側は、河川の氾濫を受け完全に破壊されたと考

えられ、川裏の根石部分のみ残った状態と考えられる。追物の出土が少なく 、時期を限定することが難しいが、『山梨

県提防・河岸迎跡分布調査報四内』では、分布が確認されていない場所での調在となり 、t,¥吹川系の堤防辿跡に新樅料

を追加することが出来た。
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岩手ランプ交差点図 s =1 : 1000 

遺物出土状況（中島遺跡）
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ニー・堤防跡検出状況（下河原遺跡）



2 整備事業に伴う調査
2-1 県指定史跡甲府城跡石垣維持管理事業

所在地

事業名

調査期間

担当者

山梨県甲府市丸の内一丁目 1-9他

県指定史跡甲府城跡石垣維持管理事業

2018年1月91」~3月27日

保坂和t専 • 石神孝子 ・ 依田幸沿 ・ 飯室剛史 ・ 柴田亮平 ·

上野桜 ・米田明訓 ・小池準ー・古屋ひろみ ・金丸由樹

県指定史跡甲府城跡（都市公園舞鶴城公園）は、織豊期末期の

文禄・慶長年間(1590年代）に築城された城郭である。約19haあっ

た城全域が堀と石垣で囲われていたことが、発掘調査や史料調

査から明らかになっている。明治以降の鉄道敷設や市街地開発

位置図

などによって面積は約5.5haとなったが、現在でも城内の全域に築城当時の野面柏み石垣が良好・に残っており 、甲府城

跡の歴史的 ・文化財的に最も評価される特徴と位置づけられている。

この状況に対し、本県では良好に残る約5.5haを県指定史跡として指定し保設する こと を決定した。また、 1985年

ごろから舞飢城公園整備計画が数ヶ年にわたって検討され、 1990年から県土整備部と県教育委員会で、防災、復元、

修景を目的と した石垣改修工事を中心に、 歴史的建追物の復元、便益施設、園路、広場設備、城内建物の撤去などの賂

備事業を実施してきた。当該事業は2004年度に完了 した。

2005年度以降は、未改修石垣を対象として、公園利用者の安全確保や文化財保設の観点から、石垣の補修工事を実

施してきた。石垣の補修工事は、現地調査によって石垣の傷み状況を記録し、補修方法を検討の上、詰石の締固め、交換、

新規石材の補充を中心とした工事により、石垣の強度を維持させるものである。これは、改修工事と異なり 、石垣を解

体することなく安定化させる

手法であり 、オリジナル石垣

を可能な限り旧状のまま後世

に残す方法の一つとして期待

できるものである。

石垣補修事業は 2014年度

までの 10年間継続 し、 概ね

完了 した。そこで、2015年

度からは、甲府城跡内全域の

石垣を対象と した絣持管理事

業へと 移行する ことと なっ

た。

今年度は、史跡費料活用課

職員 による石垣全面の目視心~ヽ

検を実施 した。2018年1月9

日から週一回のペースで366

箇所ある石垣全面の目視点検

を実施 し、 特に落石のある石

垣のチェックを行った。 ま

た、 1月9日と 3月12日には

重点点検として、史跡骰料活

用課職員全員で目視点検を実

施し、 落石や落沓き の有無な

どの点検を行った。
※枠線内の全ての石垣を対象とする
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職員による目視点検① 職員による目視点検②

／ぐ

職員による目視点検③ 職員による目視点検④

..: 

職員による目視点検⑤
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3 県内分布調査
3-1 新山梨環状道路東部区間 I期

建設事業（試掘）

所在地 甲府市小1川町地内

事業名 新山梨環状道路東部区ILIJI期建設事業

調介期間 2018年3月2日-2711

調杏而柏 約1.632.52面（施行対象而柏約29,654.51ni) 

担 当者 井上彰雄 ・ 塩谷風季 • 長I-LI隆志

昨年度の新山梨環状道路東部!x:1111(第 I期）は、2017年11月

1 1:1付で試掘調査依頼を受け、2018年3月14日~24日にかけ

て北端と南端部分の買収済み区両について試掘調査を尖施した。

施掘調査位置図

今年炭は、未買収であった地点の試掘溝壺を実施するに当たっての用地取得状況等の協議を行ってきた。

調介は、2018年2月7日付で学術文化財課から試掘依頼を受け、 2018年3月2日~3月27日の期間で 15本のトレ

ンチを設定し、 重機による掘削及び人力粕壺作業と品録作業を行った。

調査の結呆、耕作土の下に樅乱や迎土が厚く堆栢 し、 調究区南側よりの地点では、現地表下80cmで湧水が確認され

た。水を抜きながらの作業で8~12・14号トレンチからは足跡の痕跡が検出された。前同の調査において、畦Ill半や足

跡がグライ化 した黒褐色粘土）り1から確認されており 、近・!ii:の陶磁器片も出土している。 この近枇の水田而下の安定 し
た土};;,'iが中憔以前の水田である可能性を布していることから、水田而下の土）蜀を中心に辿桃 ・辿物の確認を行ったが、

辿構 ・辿物は確認できなかった。11号トレンチでは、東煎而で土坑の可能性が考えられる痕跡が確．認されたが、逍物

を伴わずIIか期不明のため、辿構とば判断しなかった。 このことから、山梨県教育委員会肌蔵文化財事務取扱要項第3条

に払づき、今回の調壺地点においては、工事に沿手しても姜 し支えないと判断される。

3-2 新山梨環状道路東部区間I1期
建設事業（試掘）

所在地 甲府市落合町地内

―• jJ 業名 新山梨環状道路東部区11:JII期建設事業

調壺期間 2017年5月101::1

調究而柏 約188.67n-f(調壺対象而柏約3.121面）

担当者 笠原みゆき • 井上彰雄 ・塩谷風季

試掘調査では、 3つのトレンチを設定し、凪槻による掘削及び

人力による精査作業 を行った。各トレンチの土層堆栢状況を比

定し、地表下の斗古性土が水田耕作土と認定できるかどうかを主

眼にii",:いて調査を実施したが、水田の床土として一定の掘削深
遺跡位置図

度で共辿した粘性土が見られる等の特徴は確認されなかった。 また各トレンチの範間内で畦II昨も確認されず、辿物の

検出は 1号 トレンチの 4/苦粗砂）1'1から平安時代の土師器l、点のみであった。

試掘調壺の結呆、今回の試掘調在地点においては、追跡がないと判断されるため、 工事に着手しても差し支えないと

判断される。ただし、 本サi業の工事範岡周辺には、小仙氏屋敷跡を含む複数の中世城館跡が分布しており 、中枇段階に

おいて城館跡を中心に生逝域として開発された可能性は十分考えられることと、エサi範岡が広域に及ぶことから、今後

も立会調究や試掘調杏を実施する必要かある
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3-3 

所在地

事業 名

調?ft期間

調査而積

担当者

西関東連絡道路II期建設事業（試掘）

山梨市束字中島、字下河原 地内

西関東連絡逍路lI期建設事業

2017年4月19日~20日、 5月16日~22日

約648.6面（調査対象面柏6.30 5rrl) 

笠原みゆき • 井上彰雄・塩谷風季

「中島辿跡（縄文時代、 平安時代）、下河）以辿跡（中・近世）」の

周知の埋蔵文化財包蔵地で、 2015・2016年度から試掘調査を

実施 しており 、今回の試掘調壺の対象は昨年度曳家が終了 しな

かった部分と2017年5月15日付けで新たに収用された範囲であ

る。4月19日~20日に 5か所、 5月16日~22日に 12か所の

試掘場所位置図

合は17か所のトレンチを設定し重機による掘り下げの後、人力による精究作業及び記録作業を行った。

3・ 4・6号 トレンチから平安時代の土rw器片が大枯に出土したため、発掘調査が必要である と判断した。14・15・
16号 トレンチから合わせて 4つの石列が検出された。堤防跡の時期を比定し得る追物は出土しなかったが、1号石列

は石柏みの形状か ら江戸時代以降に築成された可能性がある 。 当該地の笛吹川 の治水 • 利水技術を知る上で1Ti要な賓

料となるため、これらも発掘調究が必要である。それ以外の範囲は、 工事に着手しても支節はないものと判断した。発

掘調壺については 1-7で述べている。

3-4 

所在地

事業 名

調査期間

調査而積

担当者

子どもの心のケア総合拠点
整備事業（試掘）

甲府市住吉三丁目地内

子どもの心のケア総合拠、点整備事業

2017年6月12日、 6月19日~23日

約327面（調査対象面積約7,300rri)

笠原みゆ き ・塩谷風季

調査対象地には、周知の埋蔵文化財包蔵地である「住吉天神

辿跡」（古墳、奈良、平安時代の散布地）中心とする地域である。

試掘対象地の北側と西側は 2019年2月に試掘調壺を実施して、

今回は南側～東側の試掘調壺を実施した。輻3mX長さ約15~ 

20111の試掘 トレンチを9本設定して、 重機による掘削及び人力

試掘場所位置図

による精壺作業を行った。調壺区全体をとお して、地表面から約50cmまで攪乱と埋め土であり 、その下は砂の堆積が

続き、約200cmで湧水が見られた。砂附のJ:伯梢は数cmから数十cmと思｝岸に差があるもののほほ水平なため 自然堆桔と

考えられる。辿構は確認されず、 辿物は前述の土師器片が2点のみ確認されたが、上流から流れ込んだ可能性がある。

このことから、調査対象地は河川の氾濫原の可能性があるため、昨年度と今年度の 2回に渡る試掘調査の結果、この調

介地点においては辿跡の可能性は極めて低く、 工事に着手しても差し支えないと判断した。

- 32-



3-5 峡南地域単位制・
総合制高校建設事業（試掘）

所在地 西八代郡市川三郷町市川大門字新町前1852-5・6、

字八乙女1781-1

事業 名 峡南地域単位制 ・総合制高校建設事業

調査期間 2017年6月26日~27日・ 29日、 7月3日~5日、

12月5日~7日

調壺而桔 約262.7rri(調査対象面積約4,04lrri)

担当者 井上彰雄 ・塩谷風季

本事業は県教育庁学校施設課が増穂商槃高校、市川高校及び

峡南高校を再編し、峡南地域の単位制・総合制高校建設に伴う

試掘場所位置図

試掘調査である。本事業の試掘調査の対象は、全体の工事閲発面積約49,000面あるが、その中には町民体育館と町民

会館の凱存の建物が含まれるため、建物のない市川高校グラウント内の試掘 (1~ 6号トレンチ）を実施して、次に地上
建造物や地下埋設物の影評のない町民会館西駐車場を続いて試掘 (7号トレンチ）することになった。

1~6号トレンチで石組遣梢1悲、Pitl4基と平安時代の土描片が確認され、7号 トレンチからは柵列状小穴9基、

Pit3基と中世の青磁片、金属製品l点、 平安時代の土器片が確詔された。どちらも 2m付近で遺物包含層が2附あり 、

追構確認而が地表下2m以深の地下深くに存在する ことから破壊されずに残っている可能性があり、開発事業に先立っ

て埋蔵文化財の調査対応が必要と判断する。調査地点は包蔵地外であったが「平成30年3月29日付け教学文第3498号」

で新町前辿跡として新たに登録された。

3-6 

所在地

事業 名

調壺期間

調杏面桔

担当者

甲府工業高校専攻科建設事業（試掘）

甲府市飯田三丁目地内

甲府工菜高校尊攻科建設事業

2017年7月10日~7月12日

202.7面（調介対象面柏約5,400rrl)

笠原みゆき ・長田隆志

甲府工業高校では、専攻科校舎を敷地内のテニスコートと弓

道場の位置に新規建設し、テニスコートと弓道場を、甲府市飯田

已丁目の旧県職員宿舎跡地に移設することになった。移設予定

地は、現状では埋蔵文化財の存在について確認がされていない

が、埋蔵文化財保護の対応が必要となるため、現地協議を行い、

試掘場所位置図

2017年6月2日付で学術文化財課から試掘依頼を受け試掘調査を実施した。調査で、サブトレンチ 1のGL-240cmの黒

褐色粘土肘から木杭が2本確認された。木杭は、追物等を伴っていないため、時期は不明である。それ以外の遣物は、

2号 トレンチから近世の陶磁謡片2点、3号 トレンチから平安時代の土樅片l点と近世の陶磁器片1点が検出されている。

4号 トレンチは、トイレのピットを設けるために GL-300cmまでの掘削が予定されているが、 GL-l55cmまでは攪乱が激

しく 湧水もあり 、掘削深度が浅くなってしまった。

調査によって、平安時代の土器片 l点と近枇の陶磁器片5,点が出土しているが、周囲からの流入と思われる。この結

果から、山梨県教育委貝会埋蔵文化財事務取扱要瑣第3条に基づき、テニスコートと弓道場の移設地点においては、エ

事に沿手しても差し支えないと判断される。
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3-7 甲府工業高校専攻科建設事業（試掘）

所在地 甲府市塩部二丁目 2266-1

事業名 甲府工業1::j校専攻科建設事業

調壺期間 2017年11月28日-12月1日

調査面秘 115.5面（調壺対象面枯 2.125面）

担当者 笠原みゆき • 井上彰雄 ・長田隆志

本事業は、専攻科校舎を新規建設する 'Jf業で、甲｝イ寸工業高校は

周知の埋蔵文化財包蔵地である塩部追跡内に位似する。

弓逍Wi北側の駐車場部分の 1号トレンチでは、GL-240cmの

黒褐色粘土）1v)から木杭が南北方向に並ぶ様子が確認された。木

杭は、辿物鈴を伴っていないため、時期は不明である。

試掘調査位置図

テニスコート内では、2号 トレ ンチで土器片1点がGL-148cm地，点から検出されたほか、甲府空製で投下されたと

考えられる焼夷弾の残骸が粘土I料に突き刺さるような形で確認された。3号 トレ ンチは、水田の）未土直下から、深さ

20cmの溝跡が1条、東西方向に確認された。また、4号 トレンチでは、イヌ と思われる動物の骨の一部が表土直下の

GL-96cm地、1ばから検出された。5号 トレンチでは、辿梢 ．辿物は検出されなかった。

試掘瀾究の結果、主な辿構は、3号トレンチから確認された近枇から近代にかけての構．跡1条で、辿物は、土器片l点

と陶磁器が少枯出土 しているのみで、辿構 ・追物の密度は極めて散没である。このことから、『山梨県教育委員会埋蔵

文化財事務収扱要項』第3条に基づき 、専攻科校舎の建設が予定されている テニスコートと 弓道場地点においては、エ

'Jf-に芯手しても差し支えないと判断される。

3-8 県立桃花台学園浄化槽等
設置事業（試掘・立会）

所在地 箱吹市石和llll中川1400

事業名 県立桃花台学園浄化槽等設i荏JT業

調査期間 2017年11月8日・9日、 2018年3月3日

調究面積 約16面（対象而梢約84.5面）

担当者 吉岡弘樹 ・ 祐•j左右裕

本事業は県立桃花台学園のグラウンド際に浄化槽及び浸透枡

を設骰するもので、当地は周知の埋蔵文化財包蔵地の狐));(辿跡に

位岡 している。埋設予定箇所に幅約lmの トレンチを直交するよ

うに東西南北に十字に交恙する ト レンチを l~fl 口 し たと こ ろ 、 主た

試掘調査位置図

る南北トレ ンチ北側にはコンク リー l、製の梨水管が南西から北東に向けて伸びており、 一方、南側には建物の基礎と息

われる コンク リートが、狸設箇所の削西隅に南北約2.6m、東西約3mの大きさで埋設されていることが判明 した。また、

同トレ ンチの中央部では、約80cmの埋土の下に旧耕作土とみられる約20cmの褐色土層があり 、その約30cm下の黒褐

色土）付から平安時代を主とした土師器片が20片ほど出土 した。さらに、この土辟から土坑が1枯確認され、中からは平

安時代の土師器片が1片出土しており、この1苦位が辿跡の主休層になる と思われる。この土層は前述 した北のコンク リー

l、製の鋲水管と南のコンクリ ート建物払礎の下に潜り込んでおり 、これらの下には辿構や追物が存在 している可能性が

考えられたため、埋蔵文化財の保設措ji"i:が必要である。また、消火栓水行設似に伴う立会調査では、辿構及び辿物の検

出もないことから追跡に及ぽす影評はないと考えられるため、工事に府手しても支節はないものと判断した。
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3-9 

所在地

事業名

調究期間

調究而栢

担当者

中央新幹線（高下地区）建設事業（試掘）

南巨摩郡富士川111"]詞下字久保田～同Ill]高下字中）冦

中央新幹線（詞下地区）建設事業

2018{f2月5日~20日

約191.3面（施行対象而秘3.826.l7rri) 

井上彰雄 ・塩谷風季 • 長田隆志

学術文化財課からの試掘依頼を受け、重機による掘削及び人

力によるl翡査記録作業を実施した。
調究の結呆、調壺区に人れた試す）叫 トレンチのほと んどは、砂礫

}f•'i が）'/< Jjf; 秘 している状況であった。その中で、調査区の西側
が緩斜而地の山地となる 12号トレンチから中批（鎌倉時代）の

試掘鯛査位置図

陶器が1点出土した。辿梢確認、のために土陪等を確認したが、平而的にも断面的にも辿構 ・辿物が確認されなかった

ことから、山からの流れ込みと考えられる。9号トレンチから は、畦Ill半が確認された。土）汁等の確認を したが、辿構 ・

辿物は確認されず、水田が営まれていた時期を知ることはできなかった。また、 15号トレンチからは、グライ化した

土の中から 2本の木材が水平に屯なった状態で出土した。人工物なのか、自然の物か確認するために掘削範囲を広げ

たが、加工痕等は確認されなかったことから、 自然の木材であると判断した。 したがって、今同の調究地点は、工事を

沿手しても差し支えないと考えられる。しかし、 工事範囲が広大で、付近には埋蔵文化財包蔵地である仙洞田氏崖敷や

下裔下辿跡などが存在するため、エ市の際には事前協議等が必要である。

3-10 

所在地

・jf業名

調査期間

瀾究而柏

担当者

山梨新環状道路北部区間

（コウモリ BOX)建設事業（試掘）

甲斐市大久保字村棗1135-1-1川市大久保字上ノ段988-4

新山梨塚状迎路北部区11¥J(コウモリBOX)建設事業

2018ifl月22日~2月2日

約243.25面（施行対象而柏3.166面）

笠原みゆき • 井上形雄 ・長田隆志

学術文化財諜をとおして・jf.業照会があり、協議を行っ た。そ

の内容は、用地内にあるキクガシラコウモリの営巣地が壊され

るため、新しい営巣地を建成するというものであった。対象地

は狸蔵文化財包蔵地ではないが、周辺の台地上に追跡が点在す

ることから、試掘調査を行う ことと なった。

試掘調査位置図

調在は、西側の一段高い台地が反り出 したよう な地形の水田に 1・2号 トレンチを設定した。壁面を粘壺したところ、

水田が2面確認された。2而目の水田の床土匝下から辿物の残存状況が良好な縄文後期の土器片が 1号トレンチの GL-

1.19m地点、2号トレンチの GL-0.72~ 0.78m地点から検出された。縄文時代後期には、台地の斜而に楳落を作る例も

あるため、辿構等の有無確認のため トレンチを新たに 3本設定 したが、いずれのトレンチからも追構 ・辿物は確認され

なかった。 台地上には 、 上ノ段 c 辿跡などの縄文土器の散布地がある ことから出土した辿物は 、 流れ込みの可能性がj•,':j

い。5号トレンチの GL-0.82111地、,,',(からは、辿構や姐物は確認されていないが、水!JIの床土部分に突き刺さるような形

で木杭片が確認された。 しかし、それ以外の トレンチからは、辿梢や辿物は確認されていない。このため、今回の調究

地、1¥は、工事を着手して も羞し支えないと考えられる。
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3-1 1 

所在地

事業名

調壺期1り］

調査面桔

担当者

県立都留興譲館高等学校建設事業（試掘）

都留市上谷5-7-1

県立都留輿譲館閥等学校建設事業

2017年6月15日、 10月4日・27日、11月6日・10日・

14日・26日、 2018年1月26日

96.7面（対象而栢3,173rr/)

今福利恵 • 吉岡 弘樹 • 長田隆志 ・高左右裕

木事業は、県立都留興譲館高校建設事業に伴う立会調査であ

る。立会は、2017年6月から 2018年2月までの予定で、 工事期

間に実施される工事の工程に合わせ、事業課で準備する重機を

使用 して行なった。 なお ·• 1;:業予定地は、周知の埋蔵文化財包蔵

地である三ノ側遣跡内に位i在する。

都留興譲館高校内の文化創造館「洗心館」の南側に位憐する弓逍場建設工事の基礎部分、部室 ・f.J°W類の基礎工事と

しての土壊改良、グラ ウンド！照明用の霞線狸設工事、仮設校舎の解体に伴う基礎撤去、旧弓道場の北礎撤去の 5地点で

立会いを実施 した。

弓道場建設工事の基礎部分では、2条の トレンチを掘削枯壺したと ころ浅い土坑と思われる追構が 1基確認された。

しかし、他に追構や追物の検出は認められなかった。

部奎 ・倉｝収類の基礎工事としての土壌改良においては、 3カ所で土府堆積状況を確認したが調壺位附はグラウンド

整地時に設凶されたコンクリート基礎な どによって破壊さ れており、その下附の安定 した赤色ス コリ アを含む黒褐色

土層も一部で検出 したが、そこからも辿構 ・追物ともに認められなかった。

電線埋設工事箇所は仮波教室棟の東であり 、旧弓逍場の東側と仮設教室棟の北側とで調査を行った。対象地の東側

では、 長さ約Sm、幅約0,5m、GL約-1.0mの範囲で北西から南東に向けて土層を観察 したとこ ろ、砕石・既存配線・クッ

ション砂の他、グラウンド造成時の埋土が確認できたのみで、追物及び辿構は検出されなかった。また北側では、埋設

電線用のハント‘ホールを埋めるために、 長さ約3m、輻約lm、GL約-1.4mを掘削したが、南側と同様にグラウンド整

地時の埋土に収まっており 、辿構及び辿物は確認できなかった。

仮設棟校舎の基礎は、旧グラウンド表土を僅かに削 り取った後に、砕石を敷いて全而にコンクリート基礎を施行して

いたことが確認できた。基礎の撤去作業に伴う掘削は深いところで、 実習棟南側がGL-50cmほどと浅く、旧グラウン

ド表土で収まり、 辿構 ・辿物ともに検出されなかった。

また、旧弓姐場の基礎の周囲は、グラウンドと同レベルの表土の下を掘削し、 基礎を施工後に砕石と埋め土により転

圧していることが判明した。施工時には外周に約lmの深度までコンクリート基礎部を入れ、他所には約20cmの）厄さ

で全面がコン クリート施行されていた。

これらのと こから、すべての地点で埋土や攪乱などが確認され、過去の発掘調壺において確認されている追構確認面

より浅く 、辿構の検出も希薄で有り追物の出土もないことから、 追跡に及ほす影牌はないと考えられる ため、 工事に着

手して も支1硲はないもの と判断した。
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3-12 鎌田川河川改修工事事業（立会調査）

所在地

事業名

調壺期間

調査面積

担当者

中央市大田和地内

鎌田川河川改修工事事業

2017年7月13日 ・20日

約29.7面（調査対象面桔約29.7面）

今福利恵 • 長田隆志

鎌田川は、2010年度から河川の改修工事が行われている。

2013年度には鎌田川とJR身延線の交差する部分の調査で、堤
体の構築部分が一部確認された。今回は、2013年度に調査を行っ

た西側の擁壁部分と擁壁南側にある河川の切り 替え工事に伴う

立会調介である。

試掘調査位置図

擁墜部分の調査では、現地表下150cm付近の砂附より橋台を支える木杭（直径O.lrn、長さ約0.9m)が並んで確認された。

追物は平安時代の土器l点が出土したが、近代のスパナや鉄釘などと一緒の砂層から確認されていることから流れ込み

による可能性が考えられる。河川の切り 替え工事に伴う 調壺では、 表土内に多羅の農業資材が確認された。表土を取り

除いたところ 、 匝径4cm 大の礫を多く含む狸土が約 85cm あり 、 その下に直径3~5cm の礫を含む自然堆積の砂が堆桔

している状況が確認された。埋土内から平安時代の土器l点が出土したが、堤休等の辿構は確認されなかった。

2013年度の調査から、堤体の構築部分の一部が確認できる可能性もあると考えられていたが、検出されなかった。

追物は平安時代の土器片が2点確認されたが、埋土内や砂｝屑の流れ込みと考えられる所からの出土で、追構等に伴うも

のではない。したがって、今回の調査地点においては工事に着手しても差し支えないと判断される。

3-13 県立中央病院屋上ヘリポート
給油設備工事（立会調査）

所在地

事業名

調壺期間

調査面積

担当者

甲府市霜士見一丁目地内

県立中央病院屋上ヘ リポート給袖設価工事

2017'.iJご5月8日-9日・22日、6月1日 ・6日 ・

13日-14日・ 27日、8月1日

197.9111 (調査対象面柏137.9面）

今福利恵 ・笠原みゆき ・山本茂樹 ・長田隆志

当初予定にはなかったが、立会調壺の依勅が学術文化財課を通じ

てあった。給湘管路は直線部分だけで60m以上あ り、職貝駐車場出

入口などの道路下に狸設するため、一度に掘削することはできない。

試掘調査位置図

このため、施工業者から提出された工事社両に沿って、掘削を伴う日のみ立会調査を行う こととなった。管路工事では、GL-

80cm付近の埋土の下から茶褐色砂層が検出された。これまでの調査から、茶褐色砂質土の下に逍構が存在していると考えられ

ているが、掘り抜くまでには至らず、追梢 ．逍物は確認されなかった。

屋内ポンプ施設設似の掘削では、GL-52cmからIC!水路跡が検出された。屋内ポンプ施設は、水路跡の直上に建てるため、水

路の壁を壊さずに基礎として利用される こととなった。また、地下タ ンク部分の掘削では、GL-90cm付近からコンク リー ト基

礎が確認された。基礎撤去後に立会調査を行ったと ころ、砂礫層が厚く堆積し、 遺構 ・造物は確認されなかった。

今回の調査では、遺構が存在していると考えられる茶褐色砂）習を掘 り抜くまでには至らず、逍構および辿物は確認されなかっ

た。その結呆、工事に着手しても差し支えないと判断した。
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3-14 

所在地

事業名

調介期間

担 当者

笛吹川沿岸国営施設機能保全事業

に先立つ甲州市殿林遺跡・安道寺

遺跡周辺の詳細分布調査

甲ヽ）+I市塩山上萩原 ・中萩原 ・下粟生野地内

箱吹川沿Jニド国営施設機能保全事業

2017iド4月3日~2018年3月30日

上野桜 ・熊谷晋佑 ・柴田亮平

2014年度より 実施している甲州市殿林辿跡 ・安道寺追跡周辺

の詳細分布調介事業は、農林水泥省関東此政局西関東土地改良

調在行理市務所笛吹川沿；袢支所が実施 している笛吹川沿岸国‘揺

施設機能保全・F業 (2012年度~2021年炭）に先立ち、埋蔵文化
遺跡位置図

財の破壊を未然に防ぐため、両辿跡の埋蔵文化財の辿存状況の把握や価値付けを していく ものである。

2017年度の事業内容は、現地におけるllrlき取り調査の実施および、2015年度の調在で採集 した縄文時代の辿物の

権利放棄の手紬き作業、および整輝作業である。llHき取り調介と遣物の権利放凍の手続きは、並行 して行った。聞き取

り調在は、過去の畑の掘削等で辿物が出土しているかどうか、河川の氾濫 ・土地造成等の経緯、当該地の歴史について

土地所有者に対してll廿き取りを行い、 辿跡の広がりや歴史的環境についての知見を得ることができた。権利放菓の手

続きは、地権者に権利放棄承諾，q:に署名、捺印をしていただく形で進めた。安逍寺辿跡では、土地所有者が発見したほ

ぽ完形の釣手土描について、同様の手続きを行い、県教育委員会の所行と した。

2015年度の調奔で採集 した際の追物については、II寺期が特定でき る骰料、大型の資料を中心に抽出 し、 2018年1月

9 [I~ 3月23日にかけて、土器の実測 ・拓本等の整理作業を実施している。
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第m草県内の概況
1 届出件数と内容

平成19年度より文化財保護法施行令第5条により県教育委員会が行う こととされている文化財保設法第93条の指示

及び第94条の勧告に係る権限の一部を、富士吉田市を除 く11市に移譲し、 平成20年度には富士吉田市へ、平成22年

度には身延町および富士河口湖 IIITへ権限を移譲 し た こ とにより 、 県下の 14市町へ文化財保設法第 93 条 • 第94条に係

る権限の一部を移譲 した。権限移譲を行ったのは指示・勧告のうち工事立会、慎重工事な どの軽微なもので 「発掘調在」

や「試掘 ・確認調壺」の指示 ・勧告は現行どおり県教育委貝会にて行っている。権限移譲にあたって、埋蔵文化財の専

門知識と客観的かつ合則的な枯準が必要となる ことから埋蔵文化財専門職貝が設置されている自治体を対象とし、 山

梨県教育委員会の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例により実施した。よって平成19年度以降の届出

件数について、権限移譲した分があるため県への届出件数が減少している。

平成29年度、県内の埋蔵文化財調査による届出件数については、法92条：8 (8)件、法93条：163 (162)件、法94条：

26 (36)件、法96条： 0 (0)件、法97条： 1 (0)件、法98条： 0 (0)件、法99条： 196 (194)件である。届出の総件数

は394(400)件であり 、前年度と比較すると、その件数は 6件の減少となっている。

※( ) I付数字は前年度。過去20年間の件数の変造は 38頁の表のとおり 。

2 発掘調査

平成29年度に実施された限内の発掘調介件数は、38頁の表のとおり試掘調壺を含めて 196(202)件（発掘調壺学

術調査等含む）となっている。その内訳は、県教委による調在が11(11)件、市町村教委による調査が 177(183) f牛、

民間調査組織による調査が8(8)件である。発掘調杏の原囚は、道路 19(1 7)件、鉄直0(0)件、河川0(1)件、学校

建設6(3)件、集合住宅9(14)件、個人住宅55(43)件、工場5(7)件、店舗9(10)件、個人住宅兼工場又は店舗2(2) 

件、その他建物23(28)件、宅地造成38(37)件、土地区圃整理0(0)、公園造成0(0)、ガス ・屯気・軍話・水道1(6)件、

農業基盤整備事業15(10)件、農業基盤整備事業以外の農業関係事業0(2)件、土砂採取0(0)イ牛、その他開発10(13) 

件、自然崩壊1(0)件といった緊急調査と 、学術調査2(2)件、保存目的の範囲確認1(0)件、追跡整備1(0)件かあった。

緊急調査では、地方公共団体が行う公共事業では概ね昨年と同様の件数であるが、民間開発においてはII乍年に引き続き

宅地追成に大輻な増加傾向がみられた。 ※（ ）内数字は前年｝虻。

3 県・国指定有形文化財（考古資料）及び県・国指定史跡

平成29年度は、平成30年2月13日に笛吹市の史跡甲斐国分尼寺跡で史跡範囲が追加指定された。県指定有形文化

財（考古費料）と しては、かんかん塚（茶塚）古墳出土馬具6点と小井川追跡出土五輪塔部材6点が9月7日に、上窪遺跡

硲跡出土品一括資料と上中丸遣跡埋納追構出土品一括資料が平成30年2月28日に指定された。史跡いずれにおいても

新たな指定はなかった。現在、山梨県内の県指定有形文化財（考古資料）は 46件、県指定史跡は 291l、国指定有形文化

財（考古毀料）は6H・、国指定史跡は 15件である。

4 発掘調査の成果と保存整備事業

前述のとおり 、発掘調杏は試掘調介も含めて 197件実施されている。甲府城下町追跡（甲府市）では、二の堀に近接する

区II川が調壺され、排水に関連する石組み追構が発見された。当該逍構の主要部分は、その重要性を鑑み事業者の協力によ

り現地保存するとともに、追構の様子を知る ことかできる説明看板を設i筏した。北杜市の洒呑場追跡では縄文時代の集落

の一部が発掘され、竪穴住居跡12軒（前期後半1'I斤、中期後半11軒）、土抗89基、北柏辿構 1基が発見された。韮崎市

の御座田辿跡では、昨年に引き続き崖線下に6地点の灰原／曾が発見され、大規模な古代の窯業辿跡として注目された。

国指定史跡関辿の保存整備事業と しては田氏館跡（甲府市）で梅翁1.H:1輪周辺の堀と土塁整備、新府城跡（非崎市）で大手

周辺の発掘調在、梅之木追跡（北杜市）で環状梨落部分の盛土整備 ・竪穴住居復元整備、勝沼氏館跡（甲州市）で四阿の再整

備及び史跡の内容確認調査、甲斐国分寺跡 ・国分尼寺跡（笛吹市）で修景等を目的とした整備の実施、御勅使川旧堤防（南

アルプス市）で保存整備委員会の実施等、史跡整備事業か実施された。

県指定史跡では、辿方屋敷（山梨市）や磁塚古墳（笛吹市）、勝山城（都留市）で整備、於曽屋敷（甲，州市）の公園整価のため

の発掘調壺等が実施された。
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5 発掘調査体制

埋蔵文化財専門職員について、県では学術文化財課4名、埋蔵文化財センタ ー22名（うち教貝派追交流3名、非常勤l屈託

6名）、 t専物館2名、考古t導物館4名（外に非常勤嘱託2名）である。市IIIT村では、甲府市7名、 富士吉田市2名、甲J+I市2名、

大月市1名、韮崎市3名、南アルプス市4名、笛吹市5名、甲斐市2名、北杜市5名、山梨市3名、中央市2名(ll(J和町を兼務）、

都留市1名、上野原市1名、身延町1名、富士河口湖町l名、それ以外のIIIT村は 0名、となっている。近年、専門職貝の新規

採用など埋蔵文化財担当者が増貝される事例もみられるが、現状の埋蔵文化財担当者の配個率は、 27市町村のうち 16市

町村で約59%であり 、平成15年度の 61%(64市町村のうち 39市町村）と比べ減少している。埋蔵文化財担当職員数は

54名から 18名減の 36名 (I屈託等含む）の配齢状況であり 、市町村合併や発掘調究事業址の減少に伴い組織編成が行われ

たことや、理蔵文化財導111]職員の配樅換えが行われたことによって、配協職員数も減少となっている。また専門職員の退

職がここ数年で大きな山を迎えることが予想される。さらに文化財専門職貝未設骰の自治休では、文化財行政にも支I節を

きたす事例も発生している。このように、埋蔵文化財行政をとりまく 環槌は大きく変化しており 、実1・,';に見合った適切な

専門職員配ii'tは大きな課題である。行政としては、記録保存のための発掘調査の実施にとどまらず、これまでの膨大な調

究成呆の苓柏を適切に保存 ・研究 ・活用し、歴史を活かした地域づくりに資するなど、多椋な業務を尖施し、国民の期待

に応える ことが求められている。
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届出件数の推移 ※H19年以降は専門職員配置市町内での処理件数は含まない。
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●路線バスこ利用

甲府一豊富（中道橋経由）考古博物館で下車

●高速バスのこ利用(2時間）

新宿西口…• 南回り、甲府行（中道下車）徒歩 5分

南甲府インター下車・徒歩10分
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